
大学番号 国041

設置年度 令和 ２年度

計画の区分： 研究科の設置

信州大学大学院 総合人文社会科学研究科 総合人文社会科学専攻

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・大学の設置の場合：「○○大学」

　　　　　報告書の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　　　・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　３　大学番号の欄については、調査対象大学等に対して別途発出する、事務連絡「令和３年度の履行状況

　　担当部局（課）名　経営企画部経営企画課

　　　　　・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　作成担当者

　　　職名・氏名　主査　丸
マル

　山
ヤマ

　雅
マサ

　代
ヨ

　　　電話番号　　0263-37-2122

　　　（夜間）　　0263-37-2122

　　　ｅ－mail　　kikaku_gakuji@gm.shinshu-u.ac.jp

意見伺い

令和３年５月１日現在 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

国立大学法人信州大学　　　

【意見伺い】設置に係る設置計画履行状況報告書

　　　　　　　　　　　　　　　注１

注３
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ ハマダ　クニヒロ ）

濱田　州博

（H27.10）

（ヤマオキ　ヨシカズ）

山沖　義和

（R02.4）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）令和２年度に報告済の内容　→（２）

　　　　　　令和３年度に報告する内容　→（３）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

研究科長

　　　〔松本キャンパス〕（大学本部）〒３９０－８６２１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長野県松本市旭３丁目１番１号
　　　〔長野（教育）キャンパス〕　　〒３８０－８５４４
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長野県長野市大字西長野６のロ

　　　　ください。

学　　長

職　　名

（４） 管理運営組織

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　国立大学法人信州大学

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　信州大学大学院

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

（３） 調査対象大学等の位置
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（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。
　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載してください。
　　　　その場合別ファイルを作成し提出してください。
　　　・　様式は、平成２９年度開設の４年制の学科の完成年度を越えて報告する場合（令和２年度までの５年間）ですが、
　　　　完成年度を越えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が４年以下の場合には欄を削除し、
　　　　５年以上の場合には、欄を設けてください。）

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　

2 36 － 72

　人文学部

　教育学部

（修士課程） 　経法学部

　修士（文学）

　修士（心理学）

　修士（経済学）

　修士（法学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

-人 -人 -人 -人 -人 -人 人 人 人 人

― ― ― ― ― ― 51 ― 75 ―

( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― )

[ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ 5 ] [ ― ] [ 19 ] [ ― ]

― ― ― ― ― ― 47 ― 73 ―

( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― )

[ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ 5 ] [ ― ] [ 18 ] [ ― ]

― ― ― ― ― ― 35 ― 34 ―

( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― )

[ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ 1 ] [ ― ] [ 4 ] [ ― ]

― ― ― ― ― ― 29 ― 31 ―

( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― )

[ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ 1 ] [ ― ] [ 4 ] [ ― ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他を合計した入学定員、入学者数で算出して

　　　　ください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

　　　　報告年度（令和３年度）から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学等のみ

　　　　記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

0.83倍 ―

備　　考
平均入学定員

超 過 率

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定

員超過率

―

0.86

36

(　― 　)

[ 　若干人　 ]

0.80―

[ 　―　 ]

年次 人

編入学定員 収容定員

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員
備　考

学生募集の停
止について

総合人文社会科
学研究科

総合人文社会科
学専攻

基礎となる学
部等

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

文学関係

経済学関係

法学関係

年 人

36

(　― 　) (　― 　)

― ―

(　―　)

[ 　―　 ] [ 　―　 ] [ 若干人 ]

― ―

　 　　・　学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択すると
　　　　　ともに、「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。

Ｂ　 入学者数

(　― 　)
Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

―

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和３年度令和２年度平成２９年度 平成３０年度 令和元年度
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

― ― ― ― ― ― 29 ― 31 ―

[ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ 1 ] [ ― ] [ 4 ] [ ― ]

( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― )

― ― ― ― ― ― 29 ―

[ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ 1 ] [ ― ]

( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― )

― ― ― ― ― ―

[ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ]

( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― )

― ― ― ― ― ―

[ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ]

( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― )

　　・令和３年５月１日　公表

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

令和３年度

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

令和２年度

２年次

３年次

平成２９年度 平成３０年度

計

備　　　　　考

― ― ― 60

[　―　] [　―　] [　―　] [　5　][　1　]

４年次

１年次

29

（　―　） （　―　） （　―　） （　―　）

令和元年度

（　―　）
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

- 人 - 人 平成２９年度 - 人 - 人

平成２９年度 - 人 - 人

平成３０年度 - 人 - 人

平成２９年度 - 人 - 人

平成３０年度 - 人 - 人

令和元年度 - 人 - 人

平成２９年度 - 人 - 人

平成３０年度 - 人 - 人

令和元年度 - 人 - 人

令和２年度 0 人 0 人

平成２９年度 - 人 - 人

平成３０年度 - 人 - 人

令和元年度 - 人 - 人

令和２年度 0 人 0 人

令和３年度 0 人 0 人

0 人 0 人 0 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成２９年度】

平成２９年度の退学者数（ａ） -
平成２９年度の在学者数（ｂ） -

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） -
平成３０年度の在学者数（ｂ） -

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） -
令和元年度の在学者数（ｂ） -

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） 0
令和２年度の在学者数（ｂ） 29

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） 0
令和３年度の在学者数（ｂ） 60

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

= = 0 ％

= = - ％

= = 0 ％

％

- ％

=

=

=

=

-

- 人

-

合　　計

人

令和２年度 29 人 0 人

人令和３年度 60 人 0

人令和元年度 -

-人

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

平成２９年度

平成３０年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度
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【令和３年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1・2前 2 1 3 1 1・2前 2 2 3 0

1・2前 2 2 1・2前 2 2 1

1・2後 2 2 1 1・2後 2 2 1 0

1・2後 2 1 1・2後 2 1 1

1・2前 2 1 1 1・2前 2 1 1

1・2前 2 4 7 1 2 1・2前 2 4 8 1 1 2

- 0 12 0 11 11 2 0 0 2 － 0 12 0 9 12 1 2 0 2

1通 2 6 7 2 2 1通 2 10 17 2 2 2

2通 2 6 7 2 2 2通 2 10 17 2 2 2

1後 2 6 7 1 2 1後 2 6 7 1 2 2

2前 2 4 9 1 2 2前 2 5 9 1 2 2

- 4 4 0 9 9 2 0 0 2 － 4 4 0 12 18 2 2 0 2

1前 2 3 1 1前 2 3 1

1前 2 1 1 1前 2 1 1

1前 2 2 2 1前 2 2 2

1前 2 2 1前 2 2

1前 2 2 1 1前 2 3 0

1前 2 5 2 1 1前 2 5 2 1

1前 2 1 2 1前 2 1 2

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 1 1 1後 2 1 1

1前 2 2 1前 2 1 1

1後 2 2 1後 2 1 1

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 2 1後 2 2

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 2 1後 2 2

1前 2 2 1 1前 2 3 0

1後 2 2 1 1後 2 3 0 1

1前 2 2 1 1 1前 2 2 1 1

1後 2 2 1 1 1後 2 2 1 1

1前 2 1 2 1前 2 1 2

1後 2 1 2 1後 2 1 2

人
間
文
化
学
分
野
コ
ア
科
目

専
門
基
盤
科
目
群

人
間
文
化
学
分
野

人
間
文
化
学
分
野
コ
ア
科
目

専
門
基
盤
科
目
群

人
間
文
化
学
分
野

英米言語文化総合演
習Ⅱ（英米文学文
化）

比較言語文化総合演
習Ⅰ（散文）(未開
講）

比較言語文化総合演
習Ⅱ（韻文）

芸術コミュニケー
ション総合演習Ⅰ
（理論と歴史）(未
開講）

芸術コミュニケー
ション総合演習Ⅱ
（個別研究）

哲学思想論総合演習
Ⅱ（比較思想）

文化情報論・社会学
総合演習Ⅰ（現代文
化）

文化情報論・社会学
総合演習Ⅱ（社会情
報）

歴史学総合演習Ⅰ
（日本史学研究法）

歴史学総合演習Ⅱ
（西洋史・東洋史学
研究法）

日本言語文化総合演
習Ⅰ（異文化として
の日本語・日本文
学）

日本言語文化総合演
習Ⅱ（古代日本語文
献コミュニケーショ
ン論）

英米言語文化総合演
習Ⅰ（英語学）

哲学思想論(未開
講）

文化情報論・社会学
論

歴史学論

日本言語文化論(未
開講）

英米言語文化論

比較言語文化論(未
開講）

芸術コミュニケー
ション論(未開講）

哲学思想論総合演習
Ⅰ（哲学総合）(未
開講）

歴史学総合演習Ⅰ
（日本史学研究法）

歴史学総合演習Ⅱ
（西洋史・東洋史学
研究法）

日本言語文化総合演
習Ⅰ（異文化として
の日本語・日本文
学）

日本言語文化総合演
習Ⅱ（古代日本語文
献コミュニケーショ
ン論）

英米言語文化総合演
習Ⅰ（英語学）

文化情報論・社会学
論

歴史学論

日本言語文化論

英米言語文化論

比較言語文化論

英米言語文化総合演
習Ⅱ（英米文学文
化）

比較言語文化総合演
習Ⅰ（散文）

比較言語文化総合演
習Ⅱ（韻文）

芸術コミュニケー
ション総合演習Ⅰ
（理論と歴史）

芸術コミュニケー
ション総合演習Ⅱ
（個別研究）

哲学思想論総合演習
Ⅱ（比較思想）

文化情報論・社会学
総合演習Ⅰ（現代文
化）

文化情報論・社会学
総合演習Ⅱ（社会情
報）

分
野
横
断
科
目

共
通
基
幹
科
目
群

人文社会科学修論課
題合同発表A

分
野
横
断
科
目

共
通
基
幹
科
目
群

人文社会科学修論課
題合同発表A

人文社会科学修論課
題合同発表B

人文社会科学修論課
題合同発表B

社会課題別PBL A 社会課題別PBL A

社会課題別PBL B 社会課題別PBL B

小計（4科目） 小計（4科目）

哲学思想論

芸術コミュニケー
ション論

哲学思想論総合演習
Ⅰ（哲学総合）

２　授業科目の概要

＜総合人文社会科学研究科 総合人文社会科学専攻＞

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

（１）－① 授業科目表

【認可時又は届出時】

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

共
通
基
幹
科
目

共
通
基
幹
科
目
群

解析手法論Ⅰ 共
通
基
幹
科
目

共
通
基
幹
科
目
群

解析手法論Ⅰ

解析手法論Ⅰ・心理
統計法特論

解析手法論Ⅰ・心理
統計法特論

解析手法論Ⅱ 解析手法論Ⅱ

解析手法論Ⅱ・心理
学研究法特論

解析手法論Ⅱ・心理
学研究法特論

人文社会科学研究者
倫理A

人文社会科学研究者
倫理A

人文社会科学研究者
倫理B

人文社会科学研究者
倫理B

小計（6科目） 小計（6科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 3 1 1前 2 3 1

1後 2 3 1 1後 2 3 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 2 1前 2 2 1

1後 2 1 2 1後 2 2 1

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 2 1後 2 2

1前 2 1 1 1前 2 1 1

1後 2 1 1 1後 2 1 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 2 1後 2 2

1前 2 1 1 1前 2 1 1

1後 2 1 1 1後 2 1 1

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 2 1後 2 2

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 2 1後 2 2

1前 2 1 1 1後 2 1 1

1後 2 1 1 1前 2 1 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1 1

1前 2 1 1 1前 2 2 0

1後 2 1 1 1後 2 2 0

1前 2 1 2 1前 2 1 2

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

人
間
文
化
学
分
野
コ
ア
科
目

専
門
基
盤
科
目
群

人
間
文
化
学
分
野

人
間
文
化
学
分
野
コ
ア
科
目

専
門
基
盤
科
目
群

人
間
文
化
学
分
野

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

文化情報論実践演習
Ⅱ（行動調査）

社会学実践演習Ⅰ
（社会学の理論と実
証）

社会学実践演習Ⅱ
（質的研究法）

文化情報論実践演習
Ⅰ（内容分析）(未
開講）

英語文学実践演習Ⅱ
（アメリカ文学文
化）

芸術コミュニケー
ション実践演習Ⅰ
（リサーチ・ベー
ス）(未開講）

ドイツ語学・ドイツ
文学実践演習Ⅰ（ド
イツ語学研究）

ドイツ語学・ドイツ
文学実践演習Ⅱ（文
学研究方法論）(未
開講）

英語学実践演習Ⅰ
（英語学概論）

英語学実践演習Ⅱ
（英語学方法論研
究）

英語文学実践演習Ⅰ
（イギリス文学文
化）(未開講）

日本語学実践演習Ⅰ
（古代語）(未開
講）

日本語学実践演習Ⅱ
（近代語）

日本語教育学実践演
習Ⅰ（言語研究と言
語教育）(未開講）

日本語教育学実践演
習Ⅱ（第二言語習
得・学習）

中国語学・文学実践
演習Ⅰ（中国文学）
(未開講）

中国語学・文学実践
演習Ⅱ（現代中国語
学）

比較文学実践演習Ⅰ
（詩）(未開講）

比較文学実践演習Ⅱ
（小説）

フランス語学・フラ
ンス文学実践演習Ⅰ
（基礎的方法論）
(未開講）

フランス語学・フラ
ンス文学実践演習Ⅱ
（発展的方法論）

英語文学実践演習Ⅱ
（アメリカ文学文
化）

芸術コミュニケー
ション実践演習Ⅰ
（リサーチ・ベー
ス）

ドイツ語学・ドイツ
文学実践演習Ⅰ（ド
イツ語学研究）

ドイツ語学・ドイツ
文学実践演習Ⅱ（文
学研究方法論）

英語学実践演習Ⅰ
（英語学概論）

英語学実践演習Ⅱ
（英語学方法論研
究）

英語文学実践演習Ⅰ
（イギリス文学文
化）

日本語学実践演習Ⅰ
（古代語）

日本語学実践演習Ⅱ
（近代語）

日本語教育学実践演
習Ⅰ（言語研究と言
語教育）

日本語教育学実践演
習Ⅱ（第二言語習
得・学習）

中国語学・文学実践
演習Ⅰ（中国文学）

中国語学・文学実践
演習Ⅱ（現代中国語
学）

比較文学実践演習Ⅰ
（詩）

比較文学実践演習Ⅱ
（小説）

フランス語学・フラ
ンス文学実践演習Ⅰ
（基礎的方法論）

フランス語学・フラ
ンス文学実践演習Ⅱ
（発展的方法論）

歴史学実践演習Ⅰ
（史学概論・日本
史）

歴史学実践演習Ⅱ
（史学概論・西洋
史・東洋史）

日本文学実践演習Ⅰ
（韻文）

日本文学実践演習Ⅱ
（散文）

哲学思想論実践演習
Ⅰ（アカデミックリ
テラシー）

哲学思想論実践演習
Ⅱ（イノベーション
コンピテンシー）

社会学実践演習Ⅰ
（社会学の理論と実
証）

社会学実践演習Ⅱ
（質的研究法）

文化情報論実践演習
Ⅰ（内容分析）

歴史学実践演習Ⅰ
（史学概論・日本
史）

歴史学実践演習Ⅱ
（史学概論・西洋
史・東洋史）

日本文学実践演習Ⅰ
（韻文）

日本文学実践演習Ⅱ
（散文）

哲学思想論実践演習
Ⅰ（アカデミックリ
テラシー）(未開
講）

哲学思想論実践演習
Ⅱ（イノベーション
コンピテンシー）

文化情報論実践演習
Ⅱ（行動調査）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

人

間

文

化

学

分

野

コ

ア

科

目専

門

基

盤

科

目

群

人

間

文

化

学

分

野
1後 2 1 2

人

間

文

化

学

分

野

コ

ア

科

目専

門

基

盤

科

目

群

人

間

文

化

学

分

野
1後 2 1 2

－ 98 16 13 0 1 0 － 98 18 11 0 1 0

2前 2 2 2前 2 2

2後 2 1 1 2後 2 1 1

2前 2 1 3 2前 2 2 2

2後 2 1 3 2後 2 2 2

2前 2 2 2前 2 2

2後 2 2 2後 2 2

2前 2 2 2前 2 2

2後 2 2 2後 2 2

2前 2 2 1 2前 2 3 0

2後 2 2 1 2後 2 3 0 1

2前 2 3 1 2前 2 3 1

2後 2 3 1 2後 2 3 1

2前 2 1 2 2前 2 1 2

2後 2 1 2 2後 2 1 2

－ 28 14 12 0 0 0 － 28 16 10 0 1 0

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1 0

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1 0

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

人
間
文
化
学
分
野
発
展
科
目

専
門
発
展
科
目
群

人
間
文
化
学
分
野

人
間
文
化
学
分
野
発
展
科
目

専
門
発
展
科
目
群

人
間
文
化
学
分
野

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

芸術コミュニケー
ションARⅠ（創作と
芸術実践）(未開
講）

芸術コミュニケー
ションARⅡ（芸術実
践と展開）

英米言語文化ARⅡ
（英米文学文化）

比較言語文化ARⅠ
（多文化交流サロ
ン）(未開講）

比較言語文化ARⅡ
（外国語サロン）

哲学思想論ARⅠ（哲
学的対話の方法）
(未開講）

哲学思想論ARⅡ（哲
学的対話の実践）

文化情報論・社会学
ARⅠ（調査企画設
計）(未開講）

文化情報論・社会学
ARⅡ（総合調査法）

歴史学ARⅠ（史料調
査法・日本史）(未
開講）

歴史学ARⅡ（史料調
査法・西洋史・東洋
史）

日本言語文化ARⅠ（コ
ミュニケーションツー
ルとしての日本語・日
本文学）(未開講）

芸術コミュニケー
ション実践演習Ⅱ
（パブリケーショ
ン・ベース）

哲学思想論研究Ⅰ
（心と科学）

哲学思想論研究Ⅶ
（中国思想）

哲学思想論研究Ⅶ
（中国思想）

文化情報論研究Ⅳ
（消費行動）

文化情報論研究Ⅳ
（消費行動）

文化情報論研究Ⅴ
（社会的行動）

文化情報論研究Ⅴ
（社会的行動）

文化情報論研究Ⅵ
（メディアコミュニ
ケーション）

文化情報論研究Ⅵ
（メディアコミュニ
ケーション）

日本史研究Ⅰ（日本
近世史研究）

日本史研究Ⅰ（日本
近世史研究）

哲学思想論研究Ⅰ
（心と科学）

哲学思想論研究Ⅱ
（言語と形而上学）

哲学思想論研究Ⅱ
（言語と形而上学）

哲学思想論研究Ⅲ
（西洋哲学）

哲学思想論研究Ⅲ
（西洋哲学）

哲学思想論研究Ⅳ
（現代哲学）

哲学思想論研究Ⅳ
（現代哲学）

哲学思想論研究Ⅴ
（比較思想の理論）

哲学思想論研究Ⅴ
（比較思想の理論）

哲学思想論研究Ⅵ
（比較思想の方法）

哲学思想論研究Ⅵ
（比較思想の方法）

社会学研究Ⅱ（環
境・地域社会学）

社会学研究Ⅱ（環
境・地域社会学）

文化情報論研究Ⅰ
（批判的思考）

文化情報論研究Ⅰ
（批判的思考）

文化情報論研究Ⅱ
（科学的懐疑論）

文化情報論研究Ⅱ
（科学的懐疑論）

文化情報論研究Ⅲ
（多変量解析）

文化情報論研究Ⅲ
（多変量解析）

芸術コミュニケー
ション実践演習Ⅱ
（パブリケーショ
ン・ベース）

小計（49科目） 小計（49科目）

社会学研究Ⅰ（社会
学理論構築法）

社会学研究Ⅰ（社会
学理論構築法）

哲学思想論研究Ⅷ
（東洋思想）

哲学思想論研究Ⅷ
（東洋思想）

日本言語文化ARⅡ（近
代を中心とする日本語
文献コミュニケーショ
ン論）

英米言語文化ARⅠ
（英語学）

英米言語文化ARⅡ
（英米文学文化）

比較言語文化ARⅠ
（多文化交流サロ
ン）

比較言語文化ARⅡ
（外国語サロン）

ア
ク
シ
ョ

ン
リ
サ
ー

チ
系
科
目

専
門
発
展
科
目
群

人
間
文
化
学
分
野

哲学思想論ARⅠ（哲
学的対話の方法）

ア
ク
シ
ョ

ン
リ
サ
ー

チ
系
科
目

専
門
発
展
科
目
群

人
間
文
化
学
分
野

哲学思想論ARⅡ（哲
学的対話の実践）

文化情報論・社会学
ARⅠ（調査企画設
計）

文化情報論・社会学
ARⅡ（総合調査法）

歴史学ARⅠ（史料調
査法・日本史）

歴史学ARⅡ（史料調
査法・西洋史・東洋
史）

日本言語文化ARⅠ（コ
ミュニケーションツー
ルとしての日本語・日
本文学）

芸術コミュニケー
ションARⅠ（創作と
芸術実践）

芸術コミュニケー
ションARⅡ（芸術実
践と展開）

小計（14科目） 小計（14科目）

日本言語文化ARⅡ（近
代を中心とする日本語
文献コミュニケーショ
ン論）

英米言語文化ARⅠ
（英語学）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

人
間
文
化
学
分
野
発
展
科
目

専
門
発
展
科
目
群

人
間
文
化
学
分
野

人
間
文
化
学
分
野
発
展
科
目

専
門
発
展
科
目
群

人
間
文
化
学
分
野

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

日本史研究Ⅲ（日本
近代社会史）

日本史研究Ⅲ（日本
近代社会史）

フランス語学・フラ
ンス文学研究Ⅳ（１
９世紀フランス詩研
究）

フランス語学・フラ
ンス文学研究Ⅳ（１
９世紀フランス詩研
究）

ドイツ語学・ドイツ
文学研究Ⅰ（ドイツ
語造語論）

ドイツ語学・ドイツ
文学研究Ⅰ（ドイツ
語造語論）

ドイツ語学・ドイツ
文学研究Ⅱ（ドイツ
語テキスト分析）

ドイツ語学・ドイツ
文学研究Ⅱ（ドイツ
語テキスト分析）

ドイツ語学・ドイツ
文学研究Ⅲ（２０世
紀ドイツ文学）

ドイツ語学・ドイツ
文学研究Ⅲ（２０世
紀ドイツ文学）

ドイツ語学・ドイツ
文学研究Ⅳ（ドイツ
文学と記憶）

ドイツ語学・ドイツ
文学研究Ⅳ（ドイツ
文学と記憶）

英語学研究Ⅰ（通時
的研究）

英語学研究Ⅰ（通時
的研究）

英語学研究Ⅱ（共時
的研究）

英語学研究Ⅱ（共時
的研究）

英語学研究Ⅲ（英語
構造論）

英語学研究Ⅲ（英語
構造論）

中国文学研究Ⅱ（古
典文）

中国文学研究Ⅱ（古
典文）

中国語学研究Ⅰ（現
代中国語文法）

中国語学研究Ⅰ（現
代中国語文法）

中国語学研究Ⅱ（現
代中国語意味論）

中国語学研究Ⅱ（現
代中国語意味論）

比較文学研究Ⅰ（西
洋古典韻文講読）

比較文学研究Ⅰ（西
洋古典韻文講読）

比較文学研究Ⅱ（西
洋古典散文講読）

比較文学研究Ⅱ（西
洋古典散文講読）

比較文学研究Ⅲ（近
代詩）

比較文学研究Ⅲ（近
代詩）

比較文学研究Ⅳ（近
代小説）

比較文学研究Ⅳ（近
代小説）

フランス語学・フラ
ンス文学研究Ⅰ（文
学と思想）

フランス語学・フラ
ンス文学研究Ⅰ（文
学と思想）

フランス語学・フラ
ンス文学研究Ⅱ（文
学とメディア）

フランス語学・フラ
ンス文学研究Ⅱ（文
学とメディア）

フランス語学・フラ
ンス文学研究Ⅲ（詩
法）

フランス語学・フラ
ンス文学研究Ⅲ（詩
法）

西洋史研究Ⅱ（社
会）

西洋史研究Ⅱ（社
会）

日本文学研究Ⅰ（古
代‐中世期文学）

日本文学研究Ⅰ（古
代‐中世期文学）

日本文学研究Ⅱ（散
文）

日本文学研究Ⅱ（散
文）

日本文学研究Ⅲ（近
世‐明治期文学）

日本文学研究Ⅲ（近
世‐明治期文学）

日本文学研究Ⅳ（韻
文）

日本文学研究Ⅳ（韻
文）

日本語学研究Ⅰ（歴
史言語学）

日本語学研究Ⅰ（歴
史言語学）

日本語学研究Ⅱ（言
語の社会性）

日本語学研究Ⅱ（言
語の社会性）

日本語教育学研究Ⅰ
（第二言語指導の理
論と技術）

日本語教育学研究Ⅰ
（第二言語指導の理
論と技術）

日本語教育学研究Ⅱ
（第二言語学習者の
特性）

日本語教育学研究Ⅱ
（第二言語学習者の
特性）

中国文学研究Ⅰ（古
典詩）

中国文学研究Ⅰ（古
典詩）

西洋史研究Ⅰ（経
済）

西洋史研究Ⅰ（経
済）

日本史研究Ⅱ（日本
近世史料論）

日本史研究Ⅱ（日本
近世史料論）

東洋史研究Ⅰ（アジ
ア近世・近代史）

東洋史研究Ⅰ（アジ
ア近世・近代史）

東洋史研究Ⅱ（中国
近世・近代史）

東洋史研究Ⅱ（中国
近世・近代史）

授業科目の名称

日本史研究Ⅳ（日本
現代社会史）

日本史研究Ⅳ（日本
現代社会史）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1 0

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1～2通 - - - 16 13 0 1 0 1～2通 - - - 18 11 0 3 0

－ 0 124 0 16 13 0 1 0 1 － 0 124 0 18 11 0 3 0 1

2前 2 4 7 1 2前 2 4 8 1 2

2後 2 4 7 1 2後 2 4 8 1 2

1前 2 4 7 1 1前 2 4 8 1 2

1後 2 4 7 1 1後 2 4 8 1 2

1前 2 1 2 1前 2 1 2

1後 2 1 2 1後 2 1 2

－ 8 4 0 5 9 1 0 0 － 8 4 0 5 10 1 2 0

2通 2 2 5 1 2 2通 2 2 5 1 1 2

2前 2 1 1 2前 2 1 1

2前 2 1 2前 2 1

－ 0 6 0 5 9 1 0 0 2 － 0 6 0 3 7 1 1 0 2

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1･2前・
後

2 1
1･2前・

後
2 1 0

1後 2 1 1後 2 1 1

1後 2 1 1後 2 2

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1･2前・
後

2 1
1･2前・

後
2 1

心
理
学
分
野
発
展
科
目

専
門
発
展
科
目

心
理
学
分
野

心
理
学
分
野
発
展
科
目

専
門
発
展
科
目

心
理
学
分
野

人
間
文
化
学
分
野
発
展
科
目

専
門
発
展
科
目
群

人
間
文
化
学
分
野

人
間
文
化
学
分
野
発
展
科
目

専
門
発
展
科
目
群

人
間
文
化
学
分
野

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

家族心理学特論（家
族関係・集団・地域
社会における心理支
援に関する理論と実
践）

家族心理学特論（家
族関係・集団・地域
社会における心理支
援に関する理論と実
践）

学校カウンセリング
総論（福祉分野に関
する理論と支援の展
開）

学校カウンセリング
総論（福祉分野に関
する理論と支援の展
開）

学校臨床心理学演習
（教育分野に関する
理論と支援の展開）

学校臨床心理学演習
（教育分野に関する
理論と支援の展開）

教育心理学特論 教育心理学特論

教育心理学演習 教育心理学演習

比較教育学演習 比較教育学演習

国際精神保健学特論 国際精神保健学特論

国際精神保健学演習 国際精神保健学演習

認知工学特論 認知工学特論

認知工学演習 認知工学演習

人間の精神と社会環
境特論

人間の精神と社会環
境演習

人間の精神と社会環
境演習

学習過程論特論 学習過程論特論

学習過程論演習 学習過程論演習

人間形成論特論 人間形成論特論

人間形成論演習 人間形成論演習

音楽心理学特論 音楽心理学特論

小計（62科目） 小計（62科目）
心
理
学
分
野
コ
ア
科
目

専
門
基
盤
科
目
群

心
理
学
分
野

心理学研究指導Ⅰ 心
理
学
分
野
コ
ア
科
目

専
門
基
盤
科
目
群

心
理
学
分
野

心理学研究指導Ⅰ

心理学研究指導Ⅱ 心理学研究指導Ⅱ

心理学総合演習Ⅰ 心理学総合演習Ⅰ

心理学総合演習Ⅱ 心理学総合演習Ⅱ

心理学理論研究 心理学理論研究

心理学総合演習 心理学総合演習

小計（6科目） 小計（6科目）

比較教育学特論 比較教育学特論

ア
ク
シ
ョ

ン
リ
サ
ー

チ

系
科
目

専
門
発
展
科
目

心
理
学
分
野

発達・教育心理学実
習

ア
ク
シ
ョ

ン
リ
サ
ー

チ

系
科
目

専
門
発
展
科
目

心
理
学
分
野

発達・教育心理学実
習

実験心理学実習 実験心理学実習

社会心理学実習 社会心理学実習

小計（3科目） 小計（3科目）

人間の精神と社会環
境特論

音楽心理学演習 音楽心理学演習

野外教育グループカ
ウンセリング特論

野外教育グループカ
ウンセリング特論

野外教育グループカ
ウンセリング演習

野外教育グループカ
ウンセリング演習

司法・犯罪分野に関
する理論と支援の展
開

司法・犯罪分野に関
する理論と支援の展
開

英語文学研究Ⅱ（英
語圏文化と映画）

英語文学研究Ⅱ（英
語圏文化と映画）

英語文学研究Ⅲ（ア
メリカ文学文化）

英語文学研究Ⅲ（ア
メリカ文学文化）

英語文学研究Ⅳ（英
語圏文化批評と映
画）

英語文学研究Ⅳ（英
語圏文化批評と映
画）

芸術コミュニケー
ション研究Ⅰ（現代
舞踊論）

芸術コミュニケー
ション研究Ⅰ（現代
舞踊論）

芸術コミュニケー
ション研究Ⅱ（身体
論）

芸術コミュニケー
ション研究Ⅱ（身体
論）

芸術コミュニケー
ション研究Ⅲ（現代
美術論）

芸術コミュニケー
ション研究Ⅲ（現代
美術論）

芸術コミュニケー
ション研究Ⅳ（彫刻
論）

芸術コミュニケー
ション研究Ⅳ（彫刻
論）

芸術コミュニケー
ション研究Ⅴ（音楽
学研究）

芸術コミュニケー
ション研究Ⅴ（音楽
学研究）

芸術コミュニケー
ション研究Ⅵ（音楽
と社会）

芸術コミュニケー
ション研究Ⅵ（音楽
と社会）

（研究指導） （研究指導）

英語学研究Ⅳ（英語
テキスト分析）

英語学研究Ⅳ（英語
テキスト分析）

英語文学研究Ⅰ（イ
ギリス文学文化）

英語文学研究Ⅰ（イ
ギリス文学文化）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1･2前・
後

2 1
1･2前・

後
2 0 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2前・
後

2 1
1･2前・

後
2 1

1前 2 1 1前 2 1 1

1後 2 1 1後 2 1 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

1後・2
前

2 1
1後・2

前
2 1

- - - 1 2 - - - 1 2

－ 0 70 0 5 9 1 0 0 6 － 0 70 0 5 8 1 2 0 4

2前 2 4 7 1 2前 2 4 8 1 2

2後 2 4 7 1 2後 2 4 8 1 2

1前 2 4 7 1 1前 2 4 8 1 2

1後 2 4 7 1 1後 2 4 8 1 2

－ 8 0 0 4 7 0 0 0 － 8 0 0 4 8 1 2

2通 2 2 2 1 2通 2 2 2

2通 2 2 5 1 2 2通 2 2 5 1 1 2

1通 2 1 2 1通 2 1 2

2通 2 2 2 1 2通 2 2 2 1

- 2 6 0 4 7 1 0 0 3 - 2 6 0 4 7 1 1 3

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1･2前・
後

2 1
1･2前・

後
2 1 0

1後 2 1 1後 2 1 1

1後 2 1 1後 2 2

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1･2前・
後

2 1
1･2前・

後
2 1

心
理
学
分
野
臨
床
心
理
学
コ
ー

ス

専
門
発
展
科
目

心
理
学
分
野
発
展
科
目

心
理
学
分
野
臨
床
心
理
学
コ
ー

ス

専
門
発
展
科
目

心
理
学
分
野
発
展
科
目

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

心
理
学
分
野
発
展
科
目

専
門
発
展
科
目

心
理
学
分
野

心
理
学
分
野
発
展
科
目

専
門
発
展
科
目

心
理
学
分
野

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

教育心理学特論

教育心理学演習

司法・犯罪分野に関
する理論と支援の展
開

人間の精神と社会環
境特論

人間の精神と社会環
境演習

学習過程論特論

比較教育学演習

国際精神保健学特論

国際精神保健学演習

認知工学特論

認知工学演習

家族心理学特論（家
族関係・集団・地域
社会における心理支
援に関する理論と実
践）

学校カウンセリング
総論（福祉分野に関
する理論と支援の展
開）

学校臨床心理学演習
（教育分野に関する
理論と支援の展開）

学校臨床心理学特論

心理学研究指導Ⅰ

心理学研究指導Ⅱ

心理学総合演習Ⅰ

心理学総合演習Ⅱ

小計（4科目）
心

理

学

分

野

臨

床

心

理

学

コ
ー

ス

専

門

発

展

科

目

ア

ク

シ
ョ

ン

リ

サ
ー

チ

系

科

目

臨床心理実習Ⅰ（心
理実践実習）

発達・教育心理学実
習

臨床心理学基礎実習

臨床心理実習Ⅱ

小計（4科目）

学習過程論演習

人間形成論特論

人間形成論演習

音楽心理学特論

音楽心理学演習

野外教育グループカ
ウンセリング特論

野外教育グループカ
ウンセリング演習

比較教育学特論

音楽心理学演習

野外教育グループカ
ウンセリング特論

野外教育グループカ
ウンセリング演習

比較教育学特論

音楽心理学特論

比較教育学演習

国際精神保健学特論

国際精神保健学演習

心

理

学

分

野

臨

床

心

理

学

コ
ー

ス

専

門

基

盤

科

目

群

心

理

学

分

野

コ

ア

科

目

認知工学特論

認知工学演習

家族心理学特論（家
族関係・集団・地域
社会における心理支
援に関する理論と実
践）

学校カウンセリング
総論（福祉分野に関
する理論と支援の展
開）

学校臨床心理学演習
（教育分野に関する
理論と支援の展開）

学校臨床心理学特論

教育心理学特論

教育心理学演習

司法・犯罪分野に関
する理論と支援の展
開

心

理

学

分

野

臨

床

心

理

学

コ
ー

ス

専

門

基

盤

科

目

群

心

理

学

分

野

コ

ア

科

目

心理学研究指導Ⅰ

心理学研究指導Ⅱ

心理学総合演習Ⅰ

心理学総合演習Ⅱ

小計（4科目）

小計（35科目） 小計（35科目）

心

理

学

分

野

臨

床

心

理

学

コ
ー

ス

専

門

発

展

科

目

ア

ク

シ
ョ

ン

リ

サ
ー

チ

系

科

目

臨床心理実習Ⅰ（心
理実践実習）

発達・教育心理学実
習

臨床心理学基礎実習

臨床心理実習Ⅱ

小計（4科目）

人間の精神と社会環
境特論

人間の精神と社会環
境演習

学習過程論特論

学習過程論演習

人間形成論特論

人間形成論演習

認知心理学演習 認知心理学演習

発達心理学特論 発達心理学特論

発達心理学演習 発達心理学演習

実験心理学研究 実験心理学研究

基礎心理学研究 基礎心理学研究

認知心理学研究 認知心理学研究

生理心理学研究 生理心理学研究

社会心理学研究 社会心理学研究

グループダイナミッ
クス

グループダイナミッ
クス

（研究指導） （研究指導）

心の健康教育に関す
る理論と実践

心の健康教育に関す
る理論と実践

精神医学特論（保健
医療分野に関する理
論と支援の展開）

精神医学特論（保健
医療分野に関する理
論と支援の展開）

認知心理学特論 認知心理学特論

授業科目の名称

社会心理学特論（産
業・労働分野に関す
る理論と支援の展
開）

社会心理学特論（産
業・労働分野に関す
る理論と支援の展
開）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1･2前・
後

2 1
1･2前・

後
2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2前・
後

2 1
1･2前・

後
2 1

1前 2 1 1前 2 1 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1 1前 2 1 1

1前 2 1 1前 2 2

1後 2 1 1後 2 1 1

1前・後 2 1 1前・後 2 1

1前 2 1 1前 2 2

1後 2 1 1後 2 2

－ 0 72 0 4 7 1 0 0 6 － 0 72 0 4 8 1 2 5

1前 2 1 1前 2 1 0

1前 　 2 　 1 　 　 1前 　 2 　 1 　 　

1前 2 　 1 　 　 1後 2 　 1 0 　 　

1後 　 2 　 1 　 　 1後 　 2 　 1 　 　

1後 　 2 　 1 　 　 1前 　 2 　 1 　 　

1後 　 2 　 1 　 　 1後 　 2 　 1 　 　

- 0 12 0 1 2 3 0 0 - 0 12 0 1 4 1 0 0

2前 　 2 　 1 　 　 　 2前 　 2 　 1 　 　 　

2前 　 2 　 1 　 　 　 　 2前 　 2 　 1 　 　 　 　

- 0 4 0 2 0 0 0 0 - 0 4 0 2 0 0 0 0

2前 　 2 　 1 　 　 2前 　 2 　 1 　 　

2前 　 2 　 1 　 　 2前 　 2 　 1 　 　

2前 2 　 1 2前 2 　 1

2後 2 1 　 2後 2 1 　

2後 2 1 　 2後 2 1 　

2前 2 1 　 2前 2 1 　

2前 2 1 　 2前 2 1 0 　

2前 2 　 1 2前 2 1 　 0

2前 2 1 　 2前 2 1 　

2後 2 1 　 2後 2 0 　 1

1通 2 3 2 　 1通 2 5 0 　

1通 2 4 5 　 1通 2 7 1 　

2通 2 3 2 　 　 2通 2 5 0 　 　

2通 　 2 　 4 5 　 　 2通 　 2 　 7 1 　 　

- 0 28 0 4 8 2 0 0 2 - 0 28 0 7 7 1 0 0 2

1前 2 1 1前 2 1

1後 　 2 　 1 　 　 1後 　 2 　 1 0 　 　

1後 2 　 1 　 　 1後 2 　 1 0 　 　

1前 　 2 　 1 　 　 1前 　 2 　 1 　 　

1後 　 2 　 1 　 　 1後 　 2 　 1 　 　

1前 　 2 　 1 　 　 1前 　 2 　 1 0 　 　

小計（6科目） - 0 12 0 1 2 3 0 0 小計（6科目） - 0 12 0 1 5 0 0 0

2通 2 1 　 　 　 2通 2 1 　 　 　

2通 2 1 　 　 　 　 2通 2 1 　 　 　 　

小計（2科目） - 0 4 0 2 0 0 0 0 小計（2科目） - 0 4 0 2 0 0 0 0

2後 　 2 　 1 　 　 2後 　 2 　 1 　 　

2前 　 2 　 1 　 　 2前 　 2 　 1 1 　 　

2前 2 1 　 2前 2 1 0 　

2前 2 1 　 2前 2 1 　

2前 2 1 　 2前 2 1 　

2後 2 1 　 2後 2 0 1 　

2後 2 1 　 2後 2 1 　

1通 2 2 3 2 　 1通 2 3 5 0 　

1通 2 3 1 1 　 1通 2 2 3 0 　

心
理
学
分
野
臨
床
心
理
学
コ
ー

ス

専
門
発
展
科
目

心
理
学
分
野
発
展
科
目

心
理
学
分
野
臨
床
心
理
学
コ
ー

ス

専
門
発
展
科
目

心
理
学
分
野
発
展
科
目

法
学
分
野

専
門
発
展
科
目

法
学
分
野
発
展
科
目

法
学
分
野

専
門
発
展
科
目

法
学
分
野
発
展
科
目

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

公法・刑事法学演習
Ⅰ

民事法学演習Ⅰ 民事法学演習Ⅰ

環境法学

臨床心理査定演習Ⅰ
（心理的アセスメン
トに関する理論と実
践）

臨床心理査定演習Ⅱ

臨床心理面接特論Ⅰ
（心理支援に関する
理論と実践）

臨床心理面接特論Ⅱ

小計（ 36科目）

法
学
分
野

専
門
基
盤
科
目

法
学
分
野
コ
ア
科
目

憲法学 法
学
分
野

専
門
基
盤
科
目

法
学
分
野
コ
ア
科
目

憲法学

租税法学 租税法学

特別刑法概論 特別刑法概論

民法学Ⅰ 民法学Ⅰ

民法学Ⅱ 民法学Ⅱ

商法学 商法学

臨床心理面接特論Ⅱ

小計（ 36科目）

臨床心理査定演習Ⅰ
（心理的アセスメン
トに関する理論と実
践）

環境経済学特講

法人税法特論 法人税法特論

社会保障法学
社会保障法学(未開
講）

刑事手続法学 刑事手続法学

民事手続法特殊研究 民事手続法特殊研究

社会心理学特論（産
業・労働分野に関す
る理論と支援の展
開）

心の健康教育に関す
る理論と実践

精神医学特論（保健
医療分野に関する理
論と支援の展開）

認知心理学特論

認知心理学演習

発達心理学特論

発達心理学演習

臨床心理学特論Ⅰ

臨床心理学特論Ⅱ

認知心理学特論

臨床心理査定演習Ⅱ

臨床心理面接特論Ⅰ
（心理支援に関する
理論と実践）

社会心理学特論（産
業・労働分野に関す
る理論と支援の展
開）

心の健康教育に関す
る理論と実践

精神医学特論（保健
医療分野に関する理
論と支援の展開）

認知心理学演習

発達心理学特論

発達心理学演習

臨床心理学特論Ⅰ

臨床心理学特論Ⅱ

環境法学

公法・刑事法学演習
Ⅰ

環境経済学特講

経

済

学

分

野

専

門

発

展

科

目

ア

ク

シ
ョ

ン

リ

サ
ー

チ

系

科

目

経済政策演習

経

済

学

分

野

専

門

発

展

科

目

ア

ク

シ
ョ

ン

リ

サ
ー

チ

系

科

目

経済政策演習(未開
講）

社会政策演習
社会政策演習(未開
講）

経
済
学
分
野

専
門
基
盤
科
目

経
済
学
分
野
コ
ア
科
目

上級ミクロ経済学 経
済
学
分
野

専
門
基
盤
科
目

経
済
学
分
野
コ
ア
科
目

上級ミクロ経済学

上級マクロ経済学 上級マクロ経済学

上級計量経済学 上級計量経済学

財務会計特論 財務会計特論

小計（2科目） 小計（2科目）

法制度の経済分析特
論

法制度の経済分析特
論

経
済
学
分
野

専
門
発
展
科
目

経
済
学
分
野
発
展
科
目

公共経済学特講 経
済
学
分
野

専
門
発
展
科
目

経
済
学
分
野
発
展
科
目

公共経済学特講

都市政策特講
都市政策特講(未開
講）

行動経済学特講 行動経済学特講

ファイナンス論特講 ファイナンス論特講

理論経済学演習Ⅱ

応用経済学演習Ⅱ

小計（14科目）

理論経済学演習Ⅰ

応用経済学演習Ⅰ

理論経済学演習Ⅱ
(未開講）

応用経済学演習Ⅱ

小計（14科目）

恐慌論 恐慌論

日本経済特講 日本経済特講

医療経済学特講 医療経済学特講

ミクロ計量経済学
ミクロ計量経済学
(未開講）

マネジメント特論
マネジメント特論
(未開講）

労務管理特講 労務管理特講

法

学

分

野

専

門

発

展

科

目

ア

ク

シ
ョ

ン

リ

サ
ー

チ

系

科

目

地域法律実務演習
法

学

分

野

専

門

発

展

科

目

ア

ク

シ
ョ

ン

リ

サ
ー

チ

系

科

目

地域法律実務演習

地域プロジェクト演
習

地域プロジェクト演
習

比較憲法学 比較憲法学

行政法学 行政法学

理論経済学演習Ⅰ

応用経済学演習Ⅰ

小計（6科目）小計（6科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2通 2 2 3 2 　 2通 2 3 5 0 　

2通 2 3 1 1 　 2通 2 2 3 0 　

小計（11科目） - 0 22 0 5 4 3 0 0 小計（11科目） - 0 22 0 5 8 0 0 0 0

- 22 506 0 39 36 2 3 0 8 - 22 506 0 39 36 2 3 0 8

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

公法・刑事法学演習
Ⅱ

公法・刑事法学演習
Ⅱ

民事法学演習Ⅱ
民事法学演習Ⅱ(未
開講）

合計（264科目） 合計（264科目）

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

【人間文化学分野】
　2年以上在学し、共通基盤科目群8単位以上、専門基盤科目群10単位以上、専門発展科目群8単位
以上履修し、合計30単位以上（自身の所属する分野以外の分野の科目を1科目以上含む）を修得す
る。かつ当該課程の目的に応じ、修士論文についての研究の成果の審査及び最終試験に合格するこ
と。

【心理学分野】
  2年以上在学し、共通基幹科目群8単位以上、専門基盤科目群4単位以上、専門発展科目群16単位
以上履修し、合計30単位以上（自身の所属する分野以外の分野の科目を1科目以上含む）を修得す
る。かつ当該課程の目的に応じ、修士論文についての研究の成果の審査及び最終試験に合格するこ
と。

【経済学分野】
　2年以上在学し、共通基幹科目群8単位以上、専門基盤科目群10単位以上、専門発展科目群8単位
以上、合計30単位以上（自身の所属する分野以外の分野の科目を1科目以上含む）を修得する。かつ
当該課程の目的に応じ、修士論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び最終試験に合
格すること。

【法学分野】
　2年以上在学し、共通基幹科目群8単位以上、専門基盤科目群10単位以上、専門発展科目群8単位
以上、合計30単位以上（自身の所属する分野以外の分野の科目を1科目以上含む）を修得する。かつ
必要な研究指導を受けた上、修士論文を提出してその審査及び最終試験に合格すること。

【人間文化学分野】
　2年以上在学し、共通基盤科目群8単位以上、専門基盤科目群10単位以上、専門発展科目群8単位
以上履修し、合計30単位以上（自身の所属する分野以外の分野の科目を1科目以上含む）を修得す
る。かつ当該課程の目的に応じ、修士論文についての研究の成果の審査及び最終試験に合格するこ
と。

【心理学分野】
  2年以上在学し、共通基幹科目群8単位以上、専門基盤科目群4単位以上、専門発展科目群16単位
以上履修し、合計30単位以上（自身の所属する分野以外の分野の科目を1科目以上含む）を修得す
る。かつ当該課程の目的に応じ、修士論文についての研究の成果の審査及び最終試験に合格するこ
と。

【経済学分野】
　2年以上在学し、共通基幹科目群8単位以上、専門基盤科目群10単位以上、専門発展科目群8単位
以上、合計30単位以上（自身の所属する分野以外の分野の科目を1科目以上含む）を修得する。かつ
当該課程の目的に応じ、修士論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び最終試験に合
格すること。

【法学分野】
　2年以上在学し、共通基幹科目群8単位以上、専門基盤科目群10単位以上、専門発展科目群8単位
以上、合計30単位以上（自身の所属する分野以外の分野の科目を1科目以上含む）を修得する。かつ
必要な研究指導を受けた上、修士論文を提出してその審査及び最終試験に合格すること。

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

法
学
分
野

専
門
発
展
科
目

法
学
分
野
発
展
科
目

法
学
分
野

専
門
発
展
科
目

法
学
分
野
発
展
科
目
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【令和２年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1・2前 2 2 2 1

1・2前 2 2

1・2後 2 2 1

1・2後 2 1

1・2前 2 1 1

1・2前 2 4 7 1 2

－ 0 12 0 11 11 2 0 0 2

1通 2 6 7 2 2

2通 2 6 7 2 2

1後 2 6 7 1 2

2前 2 4 9 1 2

－ 4 4 0 9 9 2 0 0 2

1前 2 3 1

1前 2 1 1

1前 2 2 2

1前 2 2

1前 2 3 0

1前 2 5 2 1

1前 2 1 2

1前 2 2

1後 2 1 1

1前 2 1 1

1後 2 1 1

1前 2 2

1後 2 2

1前 2 2

1後 2 2

1前 2 3

1後 2 3 0 1

1前 2 2 1 1

1後 2 2 1 1

1前 2 1 2

1後 2 1 2

1前 2 3 1

1後 2 3 1

1前 2 1

1後 2 1

1前 2 2 1

人
間
文
化
学
分
野
コ
ア
科
目

専
門
基
盤
科
目
群

人
間
文
化
学
分
野

哲学思想論

文化情報論・社会学
論

歴史学論

日本言語文化論

英米言語文化論

比較言語文化論

芸術コミュニケー
ション論

哲学思想論総合演習
Ⅰ（哲学総合）

哲学思想論総合演習
Ⅱ（比較思想）

文化情報論・社会学
総合演習Ⅰ（現代文
化）

文化情報論・社会学
総合演習Ⅱ（社会情
報）

歴史学総合演習Ⅰ
（日本史学研究法）

歴史学総合演習Ⅱ
（西洋史・東洋史学
研究法）

日本言語文化総合演
習Ⅰ（異文化として
の日本語・日本文
学）

日本言語文化総合演
習Ⅱ（古代日本語文
献コミュニケーショ
ン論）

英米言語文化総合演
習Ⅰ（英語学）

英米言語文化総合演
習Ⅱ（英米文学文
化）

比較言語文化総合演
習Ⅰ（散文）

比較言語文化総合演
習Ⅱ（韻文）

芸術コミュニケー
ション総合演習Ⅰ
（理論と歴史）

芸術コミュニケー
ション総合演習Ⅱ
（個別研究）

哲学思想論実践演習
Ⅰ（アカデミックリ
テラシー）

哲学思想論実践演習
Ⅱ（イノベーション
コンピテンシー）

社会学実践演習Ⅰ
（社会学の理論と実
証）

社会学実践演習Ⅱ
（質的研究法）

文化情報論実践演習
Ⅰ（内容分析）

共
通
基
幹
科
目

共
通
基
幹
科
目
群

解析手法論Ⅰ

解析手法論Ⅰ・心理
統計法特論

解析手法論Ⅱ

解析手法論Ⅱ・心理
学研究法特論

人文社会科学研究者
倫理A

人文社会科学研究者
倫理B

小計（6科目）

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

分
野
横
断
科
目

共
通
基
幹
科
目
群

人文社会科学修論課
題合同発表A

人文社会科学修論課
題合同発表B

社会課題別PBL A

社会課題別PBL B

小計（4科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 2 2 1

1前 2 2

1後 2 2

1前 2 1 1

1後 2 1 1

1前 2 1

1後 2 1

1前 2 2

1後 2 2

1前 2 1 1

1後 2 1 1

1前 2 2

1後 2 2

1前 2 2

1後 2 2

1前 2 1 1

1後 2 1 1

1前 2 1

1後 2 1 1

1前 2 2 0

1後 2 2 0

1前 2 1 2

1後 2 1 2

－ 98 16 13 0 2 0

2前 2 2

2後 2 1 1

2前 2 2 2

2後 2 2 2

2前 2 2

2後 2 2

2前 2 2

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

人
間
文
化
学
分
野
コ
ア
科
目

専
門
基
盤
科
目
群

人
間
文
化
学
分
野

ア
ク
シ
ョ

ン
リ
サ
ー

チ
系
科
目

専
門
発
展
科
目
群

人
間
文
化
学
分
野

芸術コミュニケー
ション実践演習Ⅰ
（リサーチ・ベー
ス）

芸術コミュニケー
ション実践演習Ⅱ
（パブリケーショ
ン・ベース）

小計（49科目）

哲学思想論ARⅠ（哲
学的対話の方法）

哲学思想論ARⅡ（哲
学的対話の実践）

文化情報論・社会学
ARⅠ（調査企画設
計）

文化情報論・社会学
ARⅡ（総合調査法）

歴史学ARⅠ（史料調
査法・日本史）

歴史学ARⅡ（史料調
査法・西洋史・東洋
史）

日本言語文化ARⅠ
（コミュニケーショ
ンツールとしての日
本語・日本文学）

ドイツ語学・ドイツ
文学実践演習Ⅱ（文
学研究方法論）

英語学実践演習Ⅰ
（英語学概論）

英語学実践演習Ⅱ
（英語学方法論研
究）

英語文学実践演習Ⅰ
（イギリス文学文
化）

日本文学実践演習Ⅰ
（韻文）

日本文学実践演習Ⅱ
（散文）

日本語学実践演習Ⅰ
（古代語）

日本語学実践演習Ⅱ
（近代語）

日本語教育学実践演
習Ⅰ（言語研究と言
語教育）

日本語教育学実践演
習Ⅱ（第二言語習
得・学習）

中国語学・文学実践
演習Ⅰ（中国文学）

中国語学・文学実践
演習Ⅱ（現代中国語
学）

英語文学実践演習Ⅱ
（アメリカ文学文
化）

文化情報論実践演習
Ⅱ（行動調査）

歴史学実践演習Ⅰ
（史学概論・日本
史）

歴史学実践演習Ⅱ
（史学概論・西洋
史・東洋史）

比較文学実践演習Ⅰ
（詩）

比較文学実践演習Ⅱ
（小説）

フランス語学・フラ
ンス文学実践演習Ⅰ
（基礎的方法論）

フランス語学・フラ
ンス文学実践演習Ⅱ
（発展的方法論）

ドイツ語学・ドイツ
文学実践演習Ⅰ（ド
イツ語学研究）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2後 2 2

2前 2 3

2後 2 3 1

2前 2 3 1

2後 2 3 1

2前 2 1 2

2後 2 1 2

－ 28 14 12 0 1 0

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

ア
ク
シ
ョ

ン
リ
サ
ー

チ
系
科
目

専
門
発
展
科
目
群

人
間
文
化
学
分
野

人
間
文
化
学
分
野
発
展
科
目

専
門
発
展
科
目
群

人
間
文
化
学
分
野

哲学思想論研究Ⅰ
（心と科学）

哲学思想論研究Ⅱ
（言語と形而上学）

哲学思想論研究Ⅲ
（西洋哲学）

文化情報論研究Ⅲ
（多変量解析）

文化情報論研究Ⅳ
（消費行動）

日本史研究Ⅱ（日本
近世史料論）

日本史研究Ⅲ（日本
近代社会史）

日本史研究Ⅳ（日本
現代社会史）

東洋史研究Ⅰ（アジ
ア近世・近代史）

西洋史研究Ⅱ（社
会）

日本文学研究Ⅰ（古
代‐中世期文学）

東洋史研究Ⅱ（中国
近世・近代史）

日本文学研究Ⅱ（散
文）

日本文学研究Ⅲ（近
世‐明治期文学）

日本文学研究Ⅳ（韻
文）

日本語学研究Ⅰ（歴
史言語学）

西洋史研究Ⅰ（経
済）

哲学思想論研究Ⅳ
（現代哲学）

哲学思想論研究Ⅴ
（比較思想の理論）

哲学思想論研究Ⅵ
（比較思想の方法）

哲学思想論研究Ⅶ
（中国思想）

哲学思想論研究Ⅷ
（東洋思想）

社会学研究Ⅰ（社会
学理論構築法）

社会学研究Ⅱ（環
境・地域社会学）

文化情報論研究Ⅰ
（批判的思考）

文化情報論研究Ⅱ
（科学的懐疑論）

文化情報論研究Ⅴ
（社会的行動）

文化情報論研究Ⅵ
（メディアコミュニ
ケーション）

日本史研究Ⅰ（日本
近世史研究）

日本言語文化ARⅡ
（近代を中心とする
日本語文献コミュニ
ケーション論）

英米言語文化ARⅠ
（英語学）

英米言語文化ARⅡ
（英米文学文化）

比較言語文化ARⅠ
（多文化交流サロ
ン）

比較言語文化ARⅡ
（外国語サロン）

芸術コミュニケー
ションARⅠ（創作と
芸術実践）

芸術コミュニケー
ションARⅡ（芸術実
践と展開）

小計（14科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 兼1

1後・2
前

2 兼1

1後・2
前

2 1 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

人
間
文
化
学
分
野
発
展
科
目

専
門
発
展
科
目
群

人
間
文
化
学
分
野

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

芸術コミュニケー
ション研究Ⅳ（彫刻
論）

英語文学研究Ⅱ（英
語圏文化と映画）

英語文学研究Ⅲ（ア
メリカ文学文化）

英語文学研究Ⅳ（英
語圏文化批評と映
画）

芸術コミュニケー
ション研究Ⅰ（現代
舞踊論）

芸術コミュニケー
ション研究Ⅱ（身体
論）

芸術コミュニケー
ション研究Ⅲ（現代
美術論）

芸術コミュニケー
ション研究Ⅴ（音楽
学研究）

中国文学研究Ⅰ（古
典詩）

中国文学研究Ⅱ（古
典文）

中国語学研究Ⅰ（現
代中国語文法）

中国語学研究Ⅱ（現
代中国語意味論）

比較文学研究Ⅰ（西
洋古典韻文講読）

英語学研究Ⅲ（英語
構造論）

英語学研究Ⅳ（英語
テキスト分析）

英語文学研究Ⅰ（イ
ギリス文学文化）

フランス語学・フラ
ンス文学研究Ⅳ（１
９世紀フランス詩研
究）

ドイツ語学・ドイツ
文学研究Ⅰ（ドイツ
語造語論）

英語学研究Ⅱ（共時
的研究）

ドイツ語学・ドイツ
文学研究Ⅱ（ドイツ
語テキスト分析）

ドイツ語学・ドイツ
文学研究Ⅲ（２０世
紀ドイツ文学）

ドイツ語学・ドイツ
文学研究Ⅳ（ドイツ
文学と記憶）

英語学研究Ⅰ（通時
的研究）

フランス語学・フラ
ンス文学研究Ⅱ（文
学とメディア）

フランス語学・フラ
ンス文学研究Ⅲ（詩
法）

比較文学研究Ⅲ（近
代詩）

比較文学研究Ⅳ（近
代小説）

フランス語学・フラ
ンス文学研究Ⅰ（文
学と思想）

日本語学研究Ⅱ（言
語の社会性）

日本語教育学研究Ⅰ
（第二言語指導の理
論と技術）

日本語教育学研究Ⅱ
（第二言語学習者の
特性）

比較文学研究Ⅱ（西
洋古典散文講読）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後・2
前

2 1

1～2通 - - - 18 11 0 3 0

－ 0 124 0 18 11 0 3 0 兼1

2前 2 4 7 1

2後 2 4 7 1

1前 2 4 7 1

1後 2 4 7 1

1前 2 1 2

1後 2 1 2

－ 8 4 0 5 9 1 0 0

2通 2 2 5 1 2

2前 2 1 1

2前 2 1

－ 0 6 0 5 9 1 0 0 2

1前 2 1

1後 2 1

1前 2 1

1後 2 1

1前 2 1

1後 2 1

1前 2 1

1後 2 1

1前 2 1

1後 2 1

1前 2 1

1後 2 1

1前 2 1

1後 2 1

1前 2 1

1後 2 1

1･2前・
後

2 1

1後 2 1

1後 2 1

1前 2 1

1後 2 1

1･2前・
後

2 1

1･2前・
後

2 1

1･2後 2 1

1･2前・
後

2 1

1前 2 1

1後 2 1

1前 2 1

1後 2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

1後・2
前

2 1

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

人

間

文

化

学

分

野

発

展

科

目専

門

発

展

科

目

群

人

間

文

化

学

分

野

心
理
学
分
野
発
展
科
目

専
門
発
展
科
目

心
理
学
分
野

国際精神保健学特論

国際精神保健学演習

認知工学特論

認知工学演習

家族心理学特論（家
族関係・集団・地域
社会における心理支
援に関する理論と実
践）

学校カウンセリング
総論（福祉分野に関
する理論と支援の展
開）

野外教育グループカ
ウンセリング特論

芸術コミュニケー
ション研究Ⅵ（音楽
と社会）

（研究指導）

小計（62科目）

野外教育グループカ
ウンセリング演習

比較教育学特論

比較教育学演習

ア
ク
シ
ョ

ン
リ
サ
ー

チ

系
科
目

専
門
発
展
科
目

心
理
学
分
野

発達・教育心理学実
習

実験心理学実習

社会心理学実習

小計（3科目）

社会心理学研究

人間の精神と社会環
境特論

人間の精神と社会環
境演習

学習過程論特論

学習過程論演習

人間形成論特論

人間形成論演習

音楽心理学特論

音楽心理学演習

発達心理学特論

発達心理学演習

実験心理学研究

基礎心理学研究

認知心理学研究

生理心理学研究

学校臨床心理学演習
（教育分野に関する
理論と支援の展開）

教育心理学特論

教育心理学演習

司法・犯罪分野に関
する理論と支援の展
開

社会心理学特論（産
業・労働分野に関す
る理論と支援の展
開）

心の健康教育に関す
る理論と実践

精神医学特論（保健
医療分野に関する理
論と支援の展開）

認知心理学特論

認知心理学演習

心
理
学
分
野
コ
ア
科
目

専
門
基
盤
科
目
群

心
理
学
分
野

心理学研究指導Ⅰ

心理学研究指導Ⅱ

心理学総合演習Ⅰ

心理学総合演習Ⅱ

心理学理論研究

心理学総合演習

小計（6科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後・2
前

2 1

- - - 1 2

－ 0 70 0 5 9 1 0 0 6

2前 2 4 7 1

2後 2 4 7 1

1前 2 4 7 1

1後 2 4 7 1

－ 8 0 0 7 7 0 2 0

2通 2 2 2 0

2通 2 2 5 1 2

1通 2 1 2

2通 2 2 2 1

- 2 6 0 4 7 1 0 0 2

1前 2 1

1後 2 1

1前 2 1

1後 2 1

1前 2 1

1後 2 1

1前 2 1

1後 2 1

1前 2 1

1後 2 1

1前 2 1

1後 2 1

1前 2 1

1後 2 1

1前 2 1

1後 2 1

1･2前・
後

2 1

1後 2 1

1後 2 1

1･2前 2 1

1前 2 1

1後 2 1

1･2前・
後

2 1

1･2前・
後

2 1

1･2後 2 1

1･2前・
後

2 1

1前 2 1

1後 2 1

1前 2 1

1後 2 1

1前 2 1 1

1前 2 1

1後 2 1

1前・後 2 1

1前 2 1

1後 2 1

－ 0 72 0 4 7 1 0 0 6

心

理

学

分

野

発

展

科

目

専

門

発

展

科

目

心

理

学

分

野

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

臨床心理学特論Ⅰ

臨床心理学特論Ⅱ

心
理
学
分
野
臨
床
心
理
学
コ
ー

ス

専
門
発
展
科
目

心
理
学
分
野
発
展
科
目

人間の精神と社会環
境特論

人間の精神と社会環
境演習

学習過程論特論

学習過程論演習

人間形成論特論

人間形成論演習

音楽心理学特論

音楽心理学演習

野外教育グループカ
ウンセリング特論

野外教育グループカ
ウンセリング演習

比較教育学特論

比較教育学演習

国際精神保健学特論

国際精神保健学演習

認知工学特論

認知工学演習

家族心理学特論（家
族関係・集団・地域
社会における心理支
援に関する理論と実
践）

心

理

学

分

野

臨

床

心

理

学

コ
ー

ス

専

門

基

盤

科

目

群

心

理

学

分

野

コ

ア

科

目

学校カウンセリング
総論（福祉分野に関
する理論と支援の展
開）

学校臨床心理学演習
（教育分野に関する
理論と支援の展開）

学校臨床心理学特論

教育心理学特論

教育心理学演習

司法・犯罪分野に関
する理論と支援の展
開

心理学研究指導Ⅰ

心理学研究指導Ⅱ

心理学総合演習Ⅰ

心理学総合演習Ⅱ

小計（4科目）
心

理

学

分

野

臨

床

心

理

学

コ
ー

ス

専

門

発

展

科

目

ア

ク

シ
ョ

ン

リ

サ
ー

チ

系

科

目

臨床心理実習Ⅰ（心
理実践実習）

発達・教育心理学実
習

臨床心理学基礎実習

臨床心理実習Ⅱ

小計（4科目）

臨床心理査定演習Ⅰ
（心理的アセスメン
トに関する理論と実
践）

臨床心理査定演習Ⅱ

臨床心理面接特論Ⅰ
（心理支援に関する
理論と実践）

臨床心理面接特論Ⅱ

小計（ 36科目）

社会心理学特論（産
業・労働分野に関す
る理論と支援の展
開）

心の健康教育に関す
る理論と実践

精神医学特論（保健
医療分野に関する理
論と支援の展開）

認知心理学特論

認知心理学演習

発達心理学特論

発達心理学演習

小計（35科目）

グループダイナミッ
クス

（研究指導）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 1

1前 　 2 　 1 　 　

1前 2 　 1 　 　

1後 　 2 　 1 　 　

1後 　 2 　 1 　 　

1後 　 2 　 1 　 　

- 0 12 0 1 2 3 0 0

2前 　 2 　 1 　 　 　

2前 　 2 　 1 　 　 　 　

- 0 4 0 2 0 0 0 0

2前 　 2 　 1 　 　

2前 　 2 　 1 　 　

2前 2 　 1

2後 2 1 　

2後 2 1 　

2前 2 1 　

2前 2 1 　

2前 2 　 1

2前 2 　 1

2後 2 　 1

1通 2 3 2 　

1通 2 4 4 　

2通 2 3 2 　 　

2通 　 2 　 4 4 　 　

- 0 28 0 4 7 2 0 0 3

1前 2 1

1後 　 2 　 1 　 　

1後 2 　 1 　 　

1前 　 2 　 1 　 　

1後 　 2 　 1 　 　

1前 　 2 　 1 　 　

小計（6科目） - 0 12 0 1 2 3 0 0

2通 2 1 　 　 　

2通 2 1 　 　 　 　

小計（2科目） - 0 4 0 2 0 0 0 0

2後 　 2 　 1 　 　

2前 　 2 　 1 　 　

2前 2 1 　

2前 2 　 1

2前 2 1 　

2後 2 1 　

2後 2 1 　

1通 2 2 2 2 　

1通 2 3 1 1 　

2通 2 2 2 2 　

2通 2 3 1 1 　

小計（11科目） - 0 22 0 5 3 3 0 0 1

- 22 506 0 39 36 2 3 0 8

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

合計（264科目）

民事法学演習Ⅱ

行政法学

法人税法特論

社会保障法学

刑事手続法学

民事手続法特殊研究

環境法学

公法・刑事法学演習
Ⅰ

民事法学演習Ⅰ

公法・刑事法学演習
Ⅱ

経
済
学
分
野

専
門
基
盤
科
目

経
済
学
分
野
コ
ア
科
目

上級ミクロ経済学

上級マクロ経済学

上級計量経済学

財務会計特論

法制度の経済分析特
論

環境経済学特講

地域法律実務演習

地域プロジェクト演
習

小計（6科目）

小計（2科目）

小計（14科目）

理論経済学演習Ⅰ

応用経済学演習Ⅰ

理論経済学演習Ⅱ

応用経済学演習Ⅱ

【人間文化学分野】
　2年以上在学し、共通基盤科目群8単位以上、専門基盤科目群10単位以上、専門発展科目群8単位
以上履修し、合計30単位以上（自身の所属する分野以外の分野の科目を1科目以上含む）を修得す
る。かつ当該課程の目的に応じ、修士論文についての研究の成果の審査及び最終試験に合格するこ
と。

【心理学分野】
  2年以上在学し、共通基幹科目群8単位以上、専門基盤科目群4単位以上、専門発展科目群16単位
以上履修し、合計30単位以上（自身の所属する分野以外の分野の科目を1科目以上含む）を修得す
る。かつ当該課程の目的に応じ、修士論文についての研究の成果の審査及び最終試験に合格するこ
と。

【経済学分野】
　2年以上在学し、共通基幹科目群8単位以上、専門基盤科目群10単位以上、専門発展科目群8単位
以上、合計30単位以上（自身の所属する分野以外の分野の科目を1科目以上含む）を修得する。かつ
当該課程の目的に応じ、修士論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び最終試験に合
格すること。

【法学分野】
　2年以上在学し、共通基幹科目群8単位以上、専門基盤科目群10単位以上、専門発展科目群8単位
以上、合計30単位以上（自身の所属する分野以外の分野の科目を1科目以上含む）を修得する。かつ
必要な研究指導を受けた上、修士論文を提出してその審査及び最終試験に合格すること。

医療経済学特講

ミクロ計量経済学

マネジメント特論

労務管理特講

卒業要件及び履修方法

経

済

学

分

野

専

門

発

展

科

目

ア

ク

シ
ョ

ン

リ

サ
ー

チ

系

科

目

経済政策演習

社会政策演習

経
済
学
分
野

専
門
発
展
科
目

経
済
学
分
野
発
展
科
目

公共経済学特講

都市政策特講

行動経済学特講

ファイナンス論特講

恐慌論

日本経済特講

法
学
分
野

専
門
基
盤
科
目

法
学
分
野
コ
ア
科
目

憲法学

租税法学

特別刑法概論

民法学Ⅰ

民法学Ⅱ

商法学

法

学

分

野

専

門

発

展

科

目

ア

ク

シ
ョ

ン

リ

サ
ー

チ

系

科

目

法
学
分
野

専
門
発
展
科
目

法
学
分
野
発
展
科
目

比較憲法学
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（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

　　　　黒字で記入してください。その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。

　　　・　不要な年度（令和元年度開設であれば平成３０年度）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

　　　・　専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科目には「【臨】」、

　　　　　「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。
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【令和２年度】

【令和３年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、

　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

11 253 0 264 11 253 0 264

[　0　] [　0　] [　0　] [　0　]

変更状況
備考

必修 選択 自由 計

・就任辞退等による教員配置の見直しにより、「臨床心理実習Ⅰ（心理実践実習）」等15科目の教員等配置を変更。

・教員退職，昇進等による教員配置見直しにより,「解析手法論Ⅰ」他36科目の教員等配置を変更。
・時間割の見直しにより，「ドイツ語学・ドイツ文学実践演習Ⅰ（ドイツ語学研究）」ほか3科目の配当学期を変更。

　　　　

（２） 授業科目数

（１）－②授業科目表に関する変更内容
　　　　

設置時の計画

必修 選択 自由 計（Ａ）
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ 該当なし

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ 該当なし

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

264

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

（４） 廃止科目

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

　　　　ください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

廃止の理由，代替措置の有無

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

　　　　ください。

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

該当なし

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 0 ％
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備考

大学全体

大学全体

学部等単位での特定不
能なため，大学全体の
数

プール，武道場・弓道場，テニスコート

(１) 区　　 分

校 舎 敷 地

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

0㎡ 0㎡ 539,738㎡539,738㎡

（　　　436,193㎡）

(２) 校　　　　　舎

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和３年５月１日現在の数値を記入してください。

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　

新設学部等の名称 室　　　　　　数

総合人文社会科学研究科　総合人文社会科学専攻 室

冊

41,341〔22,422〕
 40,792〔21,672〕

748,593㎡

３　施設・設備の整備状況，経費

専任准教授１名，助教2
名を新規採用のため研究
室増加（3）

0㎡ 436,193㎡

（　　　436,193㎡）

6,441,370㎡ 0㎡

計

436,193㎡ 0㎡

（　　　　　0㎡） （　　　　　0㎡）

校
　
　
地
　
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

運動場用地

小　　　計

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次

千円 千円

第４年次 第５年次

（1,228,649〔358,047〕）
 （1,233,325〔359,778〕）

6,441,370㎡

語学学習施設

（補助職員　 0人）

0室

情報処理学習施設

3室

（補助職員　0人）

（147,477）

0㎡

電子ジャーナル

千円

面　　　　　積

208,855㎡

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

経費
の見
積り

学生納付金以外の維持方法の概要

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等 千円 千円 千円

第６年次

千円 千円

千円 千円

開設年度

千円

完成年度区　　分

千円図書購入費

千円

0㎡

1,228,649〔358,047〕
 1,233,325〔359,778〕

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

機械・器具

完成年度

1,636席
 1,639席

収 納 可 能 冊 数

147,477

（67,827）
 （66,079）

（147,477）
（4,391）
 （4,329）

点

閲 覧 座 席 数

0㎡ 208,855㎡

8,085㎡

体育館以外のスポーツ施設の概要

点

（67,827）
 （66,079）

0㎡

71 68

視聴覚資料

748,593㎡

0㎡ 5,692,777㎡

56室

実験実習室

0㎡

0㎡

標　　本
〔うち外国書〕

14,745〔13,283〕
 13,961〔12,536〕

4,391
4,329

67,827
66,079

147,477

4,391
4,329

67,827
66,079

（1,228,649〔358,047〕）
 （1,233,325〔359,778〕）

41,341〔22,422〕
 40,792〔21,672〕

14,745〔13,283〕
 13,961〔12,536〕

点

41,341〔22,422〕
 40,792〔21,672〕

14,745〔13,283〕
 13,961〔12,536〕

41,341〔22,422〕
 40,792〔21,672〕

14,745〔13,283〕
 13,961〔12,536〕

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、黒字で記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　　その理由及び報告年度「（２）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

開設前年度

（4,391）
 （4,329）

977,782冊

面　　　　　積

計

千円 千円

千円

設備購入費

そ　の　他

合　　　計

5,692,777㎡

(８)

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

教員１人当り研究費等

13,304㎡

(７) 体　　育　　館

　

図
書
・
設
備

種

総合人文社会科
学研究科総合人
文社会科学専攻

1,228,649〔358,047〕
 1,233,325〔359,778〕

講　義　室

38室
(３) 教　　室　　等

演　習　室

(４) 専任教員研究室

54室

(５)
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４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 21
平均入学定員超
過率1.3倍以上の
学科等数

0 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度 年度

人

人文学部

人間情報学科 4 － － － 学士
（文学）

－ － － 平成7 長野県松本市旭
3丁目1番1号

平成25年学生募
集停止

文化コミュニ
ケーション学科

4 － － － 学士
（文学）

－ － － 平成7 同上 平成25年学生募
集停止

人文学科 4 155 3年次
5

630 学士
（文学）

1.01 1.01 － 平成25 同上

教育学部

教育カウンセリ
ング課程

4 － － － 学士
（教育学）

－ － － 平成11 長野県長野市大
字西長野6のロ

平成28年学生募
集停止

学校教育教員養
成課程

4 240 － 960 学士
（教育学）

1.02 1.03 － 平成11 同上

経済学部

経済学科 4 － － － 学士
（経済学）

－ － － 昭和53 長野県松本市旭
3丁目1番1号

平成28年学生募
集停止

経済システム法
学科

4 － － － 学士
（経済学）

－ － － 平成7 同上 平成28年学生募
集停止

経法学部

応用経済学科 4 100 2年次
10

430 学士
（経済学）

1.05 1.04 － 平成28 長野県松本市旭
3丁目1番1号

総合法律学科 4 80 2年次
10

350 学士
（法学）

1.03 1.01 － 平成28 同上

理学部

数理・自然情報
科学科

4 － － － 学士
（理学）

－ － － 平成7 長野県松本市旭
3丁目1番1号

平成27年学生募
集停止

物理科学科 4 － － － 学士
（理学）

－ － － 平成7 同上 平成27年学生募
集停止

地質科学科 4 － － － 学士
（理学）

－ － － 平成7 同上 平成27年学生募
集停止

生物科学科 4 － － － 学士
（理学）

－ － － 平成7 同上 平成27年学生募
集停止

数学科 4 54 3年次
1

218 学士
（理学）

1.02 1.01 － 平成27 同上

理学科 4 151 3年次
3

610 学士
（理学）

1.01 1.00 － 平成27 同上

医学部

医学科 6 120 － 720 学士
（理学）

1.00 1.00 － 昭和26 長野県松本市旭
3丁目1番1号

保健学科 4 143 3年次
17

606 学士
（理学）

1.01 1.01 － 平成15 同上

看護学専攻 4 70 3年次
10

300 学士
（理学）

1.00 1.00 － 平成15 同上

検査技術学専攻 4 37 3年次
3

154 学士
（理学）

1.00 1.00 － 平成15 同上

理学療法学専攻 4 18 3年次
2

76 学士
（理学）

1.06 1.05 － 平成15 同上

　信　州　大　学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員
超過率

令和3年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地
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作業療法学専攻 4 18 3年次
2

76 学士
（理学）

1.06 1.05 － 平成15 同上

工学部

機械システム工
学科

4 － － － 学士
（工学）

－ － － 平成10 長野県長野市若
里4丁目17番1号

平成28年学生募
集停止

電気電子工学科 4 － － － 学士
（工学）

－ － － 平成元 同上 平成28年学生募
集停止

土木工学科 4 － － － 学士
（工学）

－ － － 平成20 同上 平成28年学生募
集停止

建築学科 4 － － － 学士
（工学）

－ － － 平成20 同上 平成28年学生募
集停止

物質工学科 4 － － － 学士
（工学）

－ － － 平成10 同上 平成28年学生募
集停止

情報工学科 4 － － － 学士
（工学）

－ － － 平成元 同上 平成28年学生募
集停止

環境機能工学科 4 － － － 学士
（工学）

－ － － 平成10 同上 平成28年学生募
集停止

物質化学科 4 95 3年次
4

388 学士
（工学）

1.02 1.03 － 平成28 同上

電子情報システ
ム工学科

4 170 3年次
7

694 学士
（工学）

1.01 1.00 － 平成28 同上

水環境・土木工
学科

4 60 3年次
3

246 学士
（工学）

1.01 1.03 － 平成28 同上

機械システム工
学科

4 100 3年次
4

408 学士
（工学）

1.02 1.02 － 平成28 同上

建築学科 4 60 3年次
2

244 学士
（工学）

1.02 1.03 － 平成28 同上

農学部

農学生命科学科 4 170 3年次
6

692 学士
（農学）

1.02 1.03 － 平成27 長野県上伊那郡
南箕輪村8304

繊維学部

先進繊維工学課
程

4 － － － 学士
（工学）

－ － － 平成20 長野県上田市常
田3丁目15番1号

平成28年学生募
集停止

機能機械学課程 4 － － － 学士
（工学）

－ － － 平成20 同上 平成28年学生募
集停止

バイオエンジニ
アリング課程

4 － － － 学士
（工学）

－ － － 平成20 同上 平成28年学生募
集停止

材料化学工学課
程

4 － － － 学士
（工学）

－ － － 平成20 同上 平成28年学生募
集停止

機能高分子学課
程

4 － － － 学士
（工学）

－ － － 平成20 同上 平成28年学生募
集停止

先進繊維・感性
工学科

4 65 3年次
2

264 学士
（工学）

1.03 1.01 － 平成28 同上

機械・ロボット
学科

4 60 3年次
2

244 学士
（工学）

1.07 1.01 － 平成28 同上

化学・材料学科 4 105 3年次
4

428 学士
（工学）

1.06 1.04 － 平成28 同上

応用生物科学科 4 50 3年次
2

204 学士
（農学）

1.06 1.08 － 平成28 同上

大学全体 4 1,978 3年次
124

2年次
60

8,336 － － － － － －
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大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 13
平均入学定員超
過率1.3倍以上の
学科等数

0 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍

人

総合人文社会科学研
究科

総合人文社会科
学専攻

2 36 － 72 修士
（文学）

修士
（心理学）

修士
（経済学）

修士
（法学）

0.83 0.86 － 令和2 長野県松本市旭
3丁目1番1号

長野県長野市大
字西長野6のロ

人文科学研究科

言語文化専攻 2 － － － 修士
（文学）

－ － － 昭和57 長野県松本市旭
3丁目1番1号

令和2年学生募集
停止

教育学研究科

学校教育専攻 2 － － － 修士
（教育学）

－ － － 平成3 長野県長野市大
字西長野6のロ

令和2年学生募集
停止

高度教職実践専
攻

2 30 － 60 教職修士
（専門職）

1.03 1.03 － 令和2 同上

経済・社会政策科学
研究科

経済・社会政策
科学専攻

2 － － － 修士
（経済学）

－ － － 平成元 長野県松本市旭
3丁目1番1号

令和2年学生募集
停止

イノベーショ
ン・マネジメン
ト専攻

2 － － － 修士
（マネジメント）

－ － － 平成15 長野県長野市若
里4丁目17番1号

令和2年学生募集
停止

総合理工学研究科

　理学専攻 2 75 － 150 修士
（理学）

0.90 0.80 － 平成28 長野県松本市旭
3丁目1番1号

　工学専攻 2 240 － 480 修士
（工学）

1.19 1.22 － 平成28 長野県長野市若
里4丁目17番1号

　繊維学専攻 2 160 － 320 修士
（工学）

修士
（農学）

1.09 1.10 － 平成28 長野県上田市常
田3丁目15番1号

　農学専攻 2 65 － 130 修士
（農学）

1.10 1.06 － 平成28 長野県上伊那郡
南箕輪村8304

　生命医工学専攻 2 35 － 70 修士
（医工学）

1.27 1.37 － 平成28 長野県松本市旭
3丁目1番1号

長野県長野市若
里4丁目17番1号
長野県上田市常
田3丁目15番1号
長野県上伊那郡
南箕輪村8304

医学系研究科

　医学系専攻（博士
　課程）

4 － － － 博士
（医学）

－ － － 平成15 長野県松本市旭
3丁目1番1号

平成24年学生募
集停止

　医学系専攻（博士
　課程）

4 － － － 博士
（医学）

－ － － 平成24 同上 平成30年学生募
集停止

　疾患予防医科学系
　専攻（博士課程）

4 － － － 博士
（医学）

－ － － 平成24 同上 平成30年学生募
集停止

　保健学専攻（博士
　後期課程）

3 － － － 博士
（保健学）

－ － － 平成21 同上 平成30年学生募
集停止

平均入学
定員
超過率

令和3年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地

　信　州　大　学　大　学　院

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号
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　医科学専攻 2 12 － 24 修士
（医科学）

0.78 0.91 － 平成14 同上

　保健学専攻 2 14 － 28 修士
（看護学）

修士
（保健学）

1.28 1.28 － 平成19 同上

総合工学系研究科

　生命機能・ファイ
　バー工学専攻

3 － － － － － － 平成17 平成30年学生募
集停止

　システム開発工学
　専攻

3 － － － － － － 平成17 平成30年学生募
集停止

　物質創成科学専攻 3 － － － － － － 平成17 平成30年学生募
集停止

　山岳地域環境科学
　専攻

3 － － － － － － 平成17 平成30年学生募
集停止

　生物・食料科学専
　攻

3 － － － － － － 平成17 平成30年学生募
集停止

総合医理工学研究科

　医学系専攻 4，3 48 － 186 博士
(医学)

博士
(保健学)

0.95 0.91 － 平成30 長野県松本市旭
3丁目1番1号

　総合理工学専攻 3 38 － 114 博士
(学術)

博士
(理学)

博士
(工学)

博士
(農学)

1.00 0.73 － 平成30 長野県松本市旭
3丁目1番1号

長野県長野市若
里4丁目17番1号
長野県上田市常
田3丁目15番1号
長野県上伊那郡
南箕輪村8304

　生命医工学専攻 4，3 15 － 55 博士
(医学)

博士
(医工学)

1.15 1.26 － 平成30 同上

大学院全体 2,3,4 768 － 1,689 － － － － － －

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び

　　　　高等専門学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。

　　　　（専攻科及び別科を除く）。なお、調査対象の学科等が設置されている大学から順に記載してください

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」には、報告年度（令和３年度）から起算した修業年限に相当する期間の

　　　　入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

　　　　記入してください。

博士
（学術）

博士
（理学）

博士
（工学）

博士
（農学）

長野県松本市旭
3丁目1番1号

長野県長野市若
里4丁目17番1号
長野県上田市常
田3丁目15番1号
長野県上伊那郡
南箕輪村8304
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【認可時又は届出時】 【令和２年度】 【令和３年度】

文化情報論実践演習Ⅰ（内容分析）
文化情報論実践演習Ⅱ（行動調査）
文化情報論・社会学ARⅠ（調査企画
設計）※
文化情報論・社会学ARⅡ（総合調査
法）※
社会課題別PBL A
文化情報論・社会学論 ※
文化情報論研究Ⅰ（批判的思考）
文化情報論研究Ⅱ（科学的懐疑論）
研究指導

文化情報論実践演習Ⅰ（内容分析）
文化情報論実践演習Ⅱ（行動調査）
文化情報論・社会学ARⅠ（調査企画
設計）※
文化情報論・社会学ARⅡ（総合調査
法）※
社会課題別PBL A
文化情報論・社会学論 ※
文化情報論研究Ⅰ（批判的思考）
文化情報論研究Ⅱ（科学的懐疑論）
研究指導

文化情報論実践演習Ⅰ（内容分析）
文化情報論実践演習Ⅱ（行動調査）
文化情報論・社会学ARⅠ（調査企画
設計）※
文化情報論・社会学ARⅡ（総合調査
法）※
社会課題別PBL A
文化情報論・社会学論 ※
文化情報論研究Ⅰ（批判的思考）
文化情報論研究Ⅱ（科学的懐疑論）
研究指導

専
教授

菊池　聡

＜令和2年4月＞
教育学修士

専
教授

菊池　聡

＜令和2年4月＞
教育学修士

専
教授

菊池　聡

＜令和2年4月＞
教育学修士

哲学思想論実践演習Ⅰ（アカデミッ
クリテラシー）
哲学思想論実践演習Ⅱ（イノベー
ションコンピテンシー）
哲学思想論 ※
哲学思想論総合演習Ⅰ（哲学総合）
※
哲学思想論ARⅠ（哲学的対話の方
法）※
哲学思想論研究Ⅴ（比較思想の理
論）
哲学思想論研究Ⅵ（比較思想の方
法）
研究指導

哲学思想論実践演習Ⅰ（アカデミッ
クリテラシー）
哲学思想論実践演習Ⅱ（イノベー
ションコンピテンシー）
哲学思想論 ※
哲学思想論総合演習Ⅰ（哲学総合）
※
哲学思想論ARⅠ（哲学的対話の方
法）※
哲学思想論研究Ⅴ（比較思想の理
論）
哲学思想論研究Ⅵ（比較思想の方
法）
研究指導

哲学思想論実践演習Ⅰ（アカデミッ
クリテラシー）
哲学思想論実践演習Ⅱ（イノベー
ションコンピテンシー）
哲学思想論 ※
哲学思想論総合演習Ⅰ（哲学総合）
※
哲学思想論ARⅠ（哲学的対話の方
法）※
哲学思想論研究Ⅴ（比較思想の理
論）
哲学思想論研究Ⅵ（比較思想の方
法）
研究指導

専
教授

護山　真也

＜令和2年4月＞
博士（哲学）

専
教授

護山　真也

＜令和2年4月＞
博士（哲学）

専
教授

護山　真也

＜令和2年4月＞
博士（哲学）

哲学思想論実践演習Ⅰ（アカデミッ
クリテラシー）
哲学思想論実践演習Ⅱ（イノベー
ションコンピテンシー）
人文社会科学研究者倫理A
哲学思想論 ※
哲学思想論総合演習Ⅱ（比較思想）
※
哲学思想論ARⅡ(哲学的対話の実
践）
哲学思想論研究Ⅶ（中国思想）
哲学思想論研究Ⅷ（東洋思想）
研究指導

哲学思想論実践演習Ⅰ（アカデミッ
クリテラシー）
哲学思想論実践演習Ⅱ（イノベー
ションコンピテンシー）
人文社会科学研究者倫理A
哲学思想論 ※
哲学思想論総合演習Ⅱ（比較思想）
※
哲学思想論ARⅡ(哲学的対話の実
践）
哲学思想論研究Ⅶ（中国思想）
哲学思想論研究Ⅷ（東洋思想）
研究指導

哲学思想論実践演習Ⅰ（アカデミッ
クリテラシー）
哲学思想論実践演習Ⅱ（イノベー
ションコンピテンシー）
人文社会科学研究者倫理A
哲学思想論 ※
哲学思想論総合演習Ⅱ（比較思想）
※
哲学思想論ARⅡ(哲学的対話の実
践）
哲学思想論研究Ⅶ（中国思想）
哲学思想論研究Ⅷ（東洋思想）
研究指導

専
教授

早坂　俊廣

＜令和2年4月＞
文学修士

専
教授

早坂　俊廣

＜令和2年4月＞
文学修士

専
教授

早坂　俊廣

＜令和2年4月＞
文学修士

哲学思想論実践演習Ⅰ（アカデミッ
クリテラシー）
哲学思想論実践演習Ⅱ（イノベー
ションコンピテンシー）
哲学思想論
哲学思想論総合演習Ⅰ（哲学総合）
哲学思想論ARⅠ（哲学的対話の方
法）
哲学思想論研究Ⅰ（心と科学）
哲学思想論研究Ⅱ（言語と形而上
学）
研究指導

哲学思想論実践演習Ⅰ（アカデミッ
クリテラシー）
哲学思想論実践演習Ⅱ（イノベー
ションコンピテンシー）
哲学思想論
哲学思想論総合演習Ⅰ（哲学総合）
哲学思想論ARⅠ（哲学的対話の方
法）
哲学思想論研究Ⅰ（心と科学）
哲学思想論研究Ⅱ（言語と形而上
学）
研究指導

哲学思想論実践演習Ⅰ（アカデミッ
クリテラシー）
哲学思想論実践演習Ⅱ（イノベー
ションコンピテンシー）
哲学思想論
哲学思想論総合演習Ⅰ（哲学総合）
哲学思想論ARⅠ（哲学的対話の方
法）
哲学思想論研究Ⅰ（心と科学）
哲学思想論研究Ⅱ（言語と形而上
学）
研究指導

専
教授

篠原　成彦

＜令和2年4月＞
文学修士

専
教授

篠原　成彦

＜令和2年4月＞
文学修士

専
教授

篠原　成彦

＜令和2年4月＞
文学修士

５　教員組織の状況

＜総合人文社会科学研究科　総合人文社会科学専攻＞

（１）ー① 担当教員表

の別　 の別　の別　

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名
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の別　 の別　の別　

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

日本言語文化論 ※
日本言語文化総合演習Ⅱ（古代日本
語文献コミュニケーション論）※
日本文学実践演習Ⅰ（韻文）
日本文学実践演習Ⅱ（散文）
日本言語文化ARⅡ（近代を中心とす
る日本語文献コミュニケーション
論） ※
日本文学研究Ⅰ（古代‐中世期文
学）
日本文学研究Ⅱ（散文）
研究指導

日本言語文化論 ※
日本言語文化総合演習Ⅱ（古代日本
語文献コミュニケーション論）※
日本文学実践演習Ⅰ（韻文）
日本文学実践演習Ⅱ（散文）
日本言語文化ARⅡ（近代を中心とす
る日本語文献コミュニケーション
論） ※
日本文学研究Ⅰ（古代‐中世期文
学）
日本文学研究Ⅱ（散文）
研究指導

日本言語文化論 ※
日本言語文化総合演習Ⅱ（古代日本
語文献コミュニケーション論）※
日本文学実践演習Ⅰ（韻文）
日本文学実践演習Ⅱ（散文）
日本言語文化ARⅡ（近代を中心とす
る日本語文献コミュニケーション
論） ※
日本文学研究Ⅰ（古代‐中世期文
学）
日本文学研究Ⅱ（散文）
研究指導

専
教授

渡邉　匡一

＜令和2年4月＞
博士（文学）

専
教授

渡邉　匡一

＜令和2年4月＞
博士（文学）

専
教授

渡邉　匡一

＜令和2年4月＞
博士（文学）

日本言語文化論 ※
日本言語文化総合演習Ⅱ（古代日本
語文献コミュニケーション論） ※
日本語学実践演習Ⅰ（古代語）
日本語学実践演習Ⅱ（近代語）
日本言語文化ARⅡ（近代を中心とす
る日本語文献コミュニケーション
論） ※
日本語学研究Ⅰ（歴史言語学）
日本語学研究Ⅱ（言語の社会性）
研究指導

日本言語文化論 ※
日本言語文化総合演習Ⅱ（古代日本
語文献コミュニケーション論） ※
日本語学実践演習Ⅰ（古代語）
日本語学実践演習Ⅱ（近代語）
日本言語文化ARⅡ（近代を中心とす
る日本語文献コミュニケーション
論） ※
日本語学研究Ⅰ（歴史言語学）
日本語学研究Ⅱ（言語の社会性）
研究指導

日本言語文化論 ※
日本言語文化総合演習Ⅱ（古代日本
語文献コミュニケーション論） ※
日本語学実践演習Ⅰ（古代語）
日本語学実践演習Ⅱ（近代語）
日本言語文化ARⅡ（近代を中心とす
る日本語文献コミュニケーション
論） ※
日本語学研究Ⅰ（歴史言語学）
日本語学研究Ⅱ（言語の社会性）
研究指導

専
教授

山田　健三

＜令和2年4月＞
文学修士

専
教授

山田　健三

＜令和2年4月＞
文学修士

専
教授

山田　健三

＜令和2年4月＞
文学修士

歴史学論 ※
歴史学総合演習Ⅰ（日本史学研究
法） ※
歴史学実践演習Ⅰ（史学概論・日本
史）
歴史学ARⅠ（史料調査法・日本史）
※
日本史研究Ⅰ（日本近世史研究）
日本史研究Ⅱ（日本近世史料論）
研究指導

歴史学論 ※
歴史学総合演習Ⅰ（日本史学研究
法） ※
歴史学実践演習Ⅰ（史学概論・日本
史）
歴史学ARⅠ（史料調査法・日本史）
※
日本史研究Ⅰ（日本近世史研究）
日本史研究Ⅱ（日本近世史料論）
研究指導

歴史学論 ※
歴史学総合演習Ⅰ（日本史学研究
法） ※
歴史学実践演習Ⅰ（史学概論・日本
史）
歴史学ARⅠ（史料調査法・日本史）
※
日本史研究Ⅰ（日本近世史研究）
日本史研究Ⅱ（日本近世史料論）
研究指導

専
教授

山本　英二

＜令和2年4月＞
博士（歴史学）

専
教授

山本　英二

＜令和2年4月＞
博士（歴史学）

専
教授

山本　英二

＜令和2年4月＞
博士（歴史学）

歴史学論 ※
歴史学総合演習Ⅰ（日本史学研究
法） ※
歴史学実践演習Ⅰ（史学概論・日本
史）
歴史学ARⅠ（史料調査法・日本史）
※
日本史研究Ⅲ（日本近代史研究）
日本史研究Ⅳ（日本現代史研究）
研究指導

歴史学論 ※
歴史学総合演習Ⅰ（日本史学研究
法） ※
歴史学実践演習Ⅰ（史学概論・日本
史）
歴史学ARⅠ（史料調査法・日本史）
※
日本史研究Ⅲ（日本近代史研究）
日本史研究Ⅳ（日本現代史研究）
研究指導

歴史学論 ※
歴史学総合演習Ⅰ（日本史学研究
法） ※
歴史学実践演習Ⅰ（史学概論・日本
史）
歴史学ARⅠ（史料調査法・日本史）
※
日本史研究Ⅲ（日本近代史研究）
日本史研究Ⅳ（日本現代史研究）
研究指導

専
教授

大串　潤児

＜令和2年4月＞
修士（教育学）

専
教授

大串　潤児

＜令和2年4月＞
修士（教育学）

専
教授

大串　潤児

＜令和2年4月＞
修士（教育学）
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の別　 の別　の別　

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

解析手法論Ⅱ
比較言語文化論 ※
フランス語学・フランス文学実践演
習Ⅰ（基礎的方法論）
フランス語学・フランス文学実践演
習Ⅱ（発展的方法論）
比較言語文化ARⅠ（多文化交流サロ
ン） ※
比較言語文化ARⅡ（外国語サロン）
※
フランス語学・フランス文学研究Ⅰ
（文学と思想）
フランス語学・フランス文学研究Ⅱ
（文学とメディア）
研究指導

解析手法論Ⅱ
比較言語文化論 ※
フランス語学・フランス文学実践演
習Ⅰ（基礎的方法論）
フランス語学・フランス文学実践演
習Ⅱ（発展的方法論）
比較言語文化ARⅠ（多文化交流サロ
ン） ※
比較言語文化ARⅡ（外国語サロン）
※
フランス語学・フランス文学研究Ⅰ
（文学と思想）
フランス語学・フランス文学研究Ⅱ
（文学とメディア）
研究指導

解析手法論Ⅱ
比較言語文化論 ※
フランス語学・フランス文学実践演
習Ⅰ（基礎的方法論）
フランス語学・フランス文学実践演
習Ⅱ（発展的方法論）
比較言語文化ARⅠ（多文化交流サロ
ン） ※
比較言語文化ARⅡ（外国語サロン）
※
フランス語学・フランス文学研究Ⅰ
（文学と思想）
フランス語学・フランス文学研究Ⅱ
（文学とメディア）
研究指導

専
教授

鎌田　隆行

＜令和2年4月＞
文学博士

専
教授

鎌田　隆行

＜令和2年4月＞
文学博士

専
教授

鎌田　隆行

＜令和2年4月＞
文学博士

英米言語文化論 ※
英米言語文化総合演習Ⅰ（英語学）
※
比較言語文化論 ※
中国語学・文学実践演習Ⅰ（中国文
学）
中国語学・文学実践演習Ⅱ（現代中
国語学）
比較言語文化ARⅠ（多文化交流サロ
ン） ※
比較言語文化ARⅡ（外国語サロン）
※
中国文学研究Ⅰ（古典詩）
中国文学研究Ⅱ（古典文）
研究指導

英米言語文化論 ※
英米言語文化総合演習Ⅰ（英語学）
※
比較言語文化論 ※
中国語学・文学実践演習Ⅰ（中国文
学）
中国語学・文学実践演習Ⅱ（現代中
国語学）
比較言語文化ARⅠ（多文化交流サロ
ン） ※
比較言語文化ARⅡ（外国語サロン）
※
中国文学研究Ⅰ（古典詩）
中国文学研究Ⅱ（古典文）
研究指導

英米言語文化論 ※
英米言語文化総合演習Ⅰ（英語学）
※
比較言語文化論 ※
中国語学・文学実践演習Ⅰ（中国文
学）
中国語学・文学実践演習Ⅱ（現代中
国語学）
比較言語文化ARⅠ（多文化交流サロ
ン） ※
比較言語文化ARⅡ（外国語サロン）
※
中国文学研究Ⅰ（古典詩）
中国文学研究Ⅱ（古典文）
研究指導

専
教授

氏岡　真士

＜令和2年4月＞
文学修士

専
教授

氏岡　真士

＜令和2年4月＞
文学修士

専
教授

氏岡　真士

＜令和2年4月＞
文学修士

英米言語文化論 ※
英米言語文化総合演習Ⅰ（英語学）
※
英米言語文化総合演習Ⅱ（英米文学
文化） ※
英語文学実践演習Ⅰ（イギリス文学
文化）
英語文学実践演習Ⅱ（アメリカ文学
文化）
英米言語文化ARⅠ（英語学）※
英米言語文化ARⅡ（英米文学文化）
※
英語文学研究Ⅰ（イギリス文学文
化）
英語文学研究Ⅲ（アメリカ文学文
化）
研究指導

英米言語文化論 ※
英米言語文化総合演習Ⅰ（英語学）
※
英米言語文化総合演習Ⅱ（英米文学
文化） ※
英語文学実践演習Ⅰ（イギリス文学
文化）
英語文学実践演習Ⅱ（アメリカ文学
文化）
英米言語文化ARⅠ（英語学）※
英米言語文化ARⅡ（英米文学文化）
※
英語文学研究Ⅰ（イギリス文学文
化）
英語文学研究Ⅲ（アメリカ文学文
化）
研究指導

英米言語文化論 ※
英米言語文化総合演習Ⅰ（英語学）
※
英米言語文化総合演習Ⅱ（英米文学
文化） ※
英語文学実践演習Ⅰ（イギリス文学
文化）
英語文学実践演習Ⅱ（アメリカ文学
文化）
英米言語文化ARⅠ（英語学）※
英米言語文化ARⅡ（英米文学文化）
※
英語文学研究Ⅰ（イギリス文学文
化）
英語文学研究Ⅲ（アメリカ文学文
化）
研究指導

専
教授

杉野　健太郎

＜令和2年4月＞
文学修士

専
教授

杉野　健太郎

＜令和2年4月＞
文学修士

専
教授

杉野　健太郎

＜令和2年4月＞
文学修士

英米言語文化論 ※
英米言語文化総合演習Ⅰ（英語学）
※
英米言語文化総合演習Ⅱ（英米文学
文化） ※
英語学実践演習Ⅰ（英語学概論）
英語学実践演習Ⅱ（英語学方法論研
究）
英米言語文化ARⅠ（英語学）※
英米言語文化ARⅡ（英米文学文化）
※
英語学研究Ⅰ（通時的研究）
英語学研究Ⅳ（英語テキスト分析）
研究指導

英米言語文化論 ※
英米言語文化総合演習Ⅰ（英語学）
※
英米言語文化総合演習Ⅱ（英米文学
文化） ※
英語学実践演習Ⅰ（英語学概論）
英語学実践演習Ⅱ（英語学方法論研
究）
英米言語文化ARⅠ（英語学）※
英米言語文化ARⅡ（英米文学文化）
※
英語学研究Ⅰ（通時的研究）
英語学研究Ⅳ（英語テキスト分析）
研究指導

英米言語文化論 ※
英米言語文化総合演習Ⅰ（英語学）
※
英米言語文化総合演習Ⅱ（英米文学
文化） ※
英語学実践演習Ⅰ（英語学概論）
英語学実践演習Ⅱ（英語学方法論研
究）
英米言語文化ARⅠ（英語学）※
英米言語文化ARⅡ（英米文学文化）
※
英語学研究Ⅰ（通時的研究）
英語学研究Ⅳ（英語テキスト分析）
研究指導

専
教授

伊藤　盡

＜令和2年4月＞
修士（文学）

専
教授

伊藤　盡

＜令和2年4月＞
修士（文学）

専
教授

伊藤　盡

＜令和2年4月＞
修士（文学）
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の別　 の別　の別　

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

芸術コミュニケーションARⅠ（創作
と芸術実践） ※
解析手法論Ⅱ
芸術コミュニケーション論 ※
芸術コミュニケーション総合演習Ⅰ
（理論と歴史） ※
芸術コミュニケーション総合演習Ⅱ
（個別研究） ※
芸術コミュニケーション実践演習Ⅰ
（リサーチ・ベース）
芸術コミュニケーション実践演習Ⅱ
（パブリケーション・ベース）
芸術コミュニケーションARⅡ（芸術
実践と展開） ※
芸術コミュニケーション研究Ⅲ（現
代美術論）
芸術コミュニケーション研究Ⅳ（彫
刻論）
研究指導

芸術コミュニケーションARⅠ（創作
と芸術実践） ※
解析手法論Ⅱ
芸術コミュニケーション論 ※
芸術コミュニケーション総合演習Ⅰ
（理論と歴史） ※
芸術コミュニケーション総合演習Ⅱ
（個別研究） ※
芸術コミュニケーション実践演習Ⅰ
（リサーチ・ベース）
芸術コミュニケーション実践演習Ⅱ
（パブリケーション・ベース）
芸術コミュニケーションARⅡ
（芸術実践と展開） ※
芸術コミュニケーション研究Ⅲ（現
代美術論）
芸術コミュニケーション研究Ⅳ（彫
刻論）
研究指導

芸術コミュニケーションARⅠ（創作
と芸術実践） ※
解析手法論Ⅱ
芸術コミュニケーション論 ※
芸術コミュニケーション総合演習Ⅰ
（理論と歴史） ※
芸術コミュニケーション総合演習Ⅱ
（個別研究） ※
芸術コミュニケーション実践演習Ⅰ
（リサーチ・ベース）
芸術コミュニケーション実践演習Ⅱ
（パブリケーション・ベース）
芸術コミュニケーションARⅡ
（芸術実践と展開） ※
芸術コミュニケーション研究Ⅲ（現
代美術論）
芸術コミュニケーション研究Ⅳ（彫
刻論）
研究指導

専
教授

金井　直

＜令和2年4月＞
博士（文学）

専
教授

金井　直

＜令和2年4月＞
博士（文学）

専
教授

金井　直

＜令和2年4月＞
博士（文学）

比較言語文化論 ※
比較言語文化総合演習Ⅰ（散文）
※
比較言語文化総合演習Ⅱ（韻文）
※
フランス語学・フランス文学実践演
習Ⅰ（基礎的方法論）
フランス語学・フランス文学実践演
習Ⅱ（発展的方法論）
フランス語学・フランス文学研究Ⅲ
（詩法）
フランス語学・フランス文学研究Ⅳ
（１９世紀フランス詩研究）
研究指導

比較言語文化論 ※
比較言語文化総合演習Ⅰ（散文）
※
比較言語文化総合演習Ⅱ（韻文）
※
フランス語学・フランス文学実践演
習Ⅰ（基礎的方法論）
フランス語学・フランス文学実践演
習Ⅱ（発展的方法論）
フランス語学・フランス文学研究Ⅲ
（詩法）
フランス語学・フランス文学研究Ⅳ
（１９世紀フランス詩研究）
研究指導

比較言語文化論 ※
比較言語文化総合演習Ⅰ（散文）
※
比較言語文化総合演習Ⅱ（韻文）
※
フランス語学・フランス文学実践演
習Ⅰ（基礎的方法論）
フランス語学・フランス文学実践演
習Ⅱ（発展的方法論）
フランス語学・フランス文学研究Ⅲ
（詩法）
フランス語学・フランス文学研究Ⅳ
（１９世紀フランス詩研究）
研究指導

専
教授

吉田　正明

＜令和2年4月＞
文学修士

専
教授

吉田　正明

＜令和2年4月＞
文学修士

専
教授

吉田　正明

＜令和2年4月＞
文学修士

比較言語文化論 ※
比較文学実践演習Ⅰ(詩）
比較文学実践演習Ⅱ（小説）
比較言語文化ARⅠ（多文化交流サロ
ン） ※
比較言語文化ARⅡ（外国語サロン）
※
比較文学研究Ⅰ（西洋古典韻文講
読）
比較文学研究Ⅱ（西洋古典散文講
読）
研究指導

比較言語文化論 ※
比較文学実践演習Ⅰ(詩）
比較文学実践演習Ⅱ（小説）
比較言語文化ARⅠ（多文化交流サロ
ン） ※
比較言語文化ARⅡ（外国語サロン）
※
比較文学研究Ⅰ（西洋古典韻文講
読）
比較文学研究Ⅱ（西洋古典散文講
読）
研究指導

比較言語文化論 ※
比較文学実践演習Ⅰ(詩）
比較文学実践演習Ⅱ（小説）
比較言語文化ARⅠ（多文化交流サロ
ン） ※
比較言語文化ARⅡ（外国語サロン）
※
比較文学研究Ⅰ（西洋古典韻文講
読）
比較文学研究Ⅱ（西洋古典散文講
読）
研究指導

専
教授

野津　寛

＜令和2年4月＞
文学博士

専
教授

野津　寛

＜令和2年4月＞
文学博士

専
教授

野津　寛

＜令和2年4月＞
文学博士

人文社会科学修論課題合同発表B
解析手法論Ⅰ
人文社会科学修論課題合同発表A
比較言語文化論 ※
比較言語文化総合演習Ⅰ（散文）
※
比較言語文化総合演習Ⅱ（韻文）
※
比較文学実践演習Ⅰ(詩）
比較文学実践演習Ⅱ（小説）
比較文学研究Ⅲ(近代詩）
比較文学研究Ⅳ（近代小説）
研究指導

人文社会科学修論課題合同発表B
解析手法論Ⅰ
人文社会科学修論課題合同発表A
比較言語文化論 ※
比較言語文化総合演習Ⅰ（散文）
※
比較言語文化総合演習Ⅱ（韻文）
※
比較文学実践演習Ⅰ(詩）
比較文学実践演習Ⅱ（小説）
比較文学研究Ⅲ(近代詩）
比較文学研究Ⅳ（近代小説）
研究指導

人文社会科学修論課題合同発表B
解析手法論Ⅰ
人文社会科学修論課題合同発表A
比較言語文化論 ※
比較言語文化総合演習Ⅰ（散文）
※
比較言語文化総合演習Ⅱ（韻文）
※
比較文学実践演習Ⅰ(詩）
比較文学実践演習Ⅱ（小説）
比較文学研究Ⅲ(近代詩）
比較文学研究Ⅳ（近代小説）
研究指導

専
教授

澁谷　豊

＜令和2年4月＞
博士（比較文学）

専
教授

澁谷　豊

＜令和2年4月＞
博士（比較文学）

専
教授

澁谷　豊

＜令和2年4月＞
博士（比較文学）
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の別　 の別　の別　

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

専 教授

越智　康詞
　

＜令和2年4月＞
修士（教育学）

専 教授

越智　康詞
　

＜令和2年4月＞
修士（教育学）

専 教授

越智　康詞
　

＜令和2年4月＞
修士（教育学）

人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
発達・教育心理学実習
人間の精神と社会環境特論
人間の精神と社会環境演習
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅰ
心理学総合演習Ⅱ

人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
発達・教育心理学実習
人間の精神と社会環境特論
人間の精神と社会環境演習
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅰ
心理学総合演習Ⅱ

人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
発達・教育心理学実習
人間の精神と社会環境特論
人間の精神と社会環境演習
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅰ
心理学総合演習Ⅱ

専 教授

上村　惠津子
　

＜令和2年4月＞
博士（心理学）

専 教授

上村　惠津子
　

＜令和2年4月＞
博士（心理学）

専 教授

上村　惠津子
　

＜令和2年4月＞
博士（心理学）

人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
臨床心理実習Ⅰ（心理実践実習）
臨床心理学基礎実習 ※
臨床心理実習Ⅱ
学校臨床心理学特論
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅰ
心理学総合演習Ⅱ

人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
臨床心理実習Ⅰ（心理実践実習）
臨床心理学基礎実習 ※
臨床心理実習Ⅱ
学校臨床心理学特論
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅰ
心理学総合演習Ⅱ

人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
臨床心理実習Ⅰ（心理実践実習）
臨床心理学基礎実習 ※
臨床心理実習Ⅱ
学校臨床心理学特論
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅰ
心理学総合演習Ⅱ

専 教授

高橋　知音
　

＜令和2年4月＞
Doctor of Philosopy（米国）

専 教授

高橋　知音
　

＜令和2年4月＞
Doctor of Philosopy（米国）

専 教授

高橋　知音

＜令和2年4月＞
Doctor of Philosopy（米国）

解析手法論Ⅰ・心理統計法特論
人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
臨床心理実習Ⅰ（心理実践実習）
臨床心理実習Ⅱ
学校カウンセリング総論（福祉分野
に関する理論と支援の展開）
社会心理学特論（産業・労働分野に
関する理論と支援の展開）
臨床心理学特論Ⅰ ※
臨床心理査定演習Ⅰ（心理的アセス
メントに関する理論と実践）
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅰ
心理学総合演習Ⅱ

解析手法論Ⅰ・心理統計法特論
人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
臨床心理実習Ⅰ（心理実践実習）
臨床心理実習Ⅱ
学校カウンセリング総論（福祉分野
に関する理論と支援の展開）
社会心理学特論（産業・労働分野に
関する理論と支援の展開）
臨床心理学特論Ⅰ ※
臨床心理査定演習Ⅰ（心理的アセス
メントに関する理論と実践）
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅰ
心理学総合演習Ⅱ

解析手法論Ⅰ・心理統計法特論
人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
臨床心理実習Ⅰ（心理実践実習）
臨床心理実習Ⅱ
学校カウンセリング総論（福祉分野
に関する理論と支援の展開）
社会心理学特論（産業・労働分野に
関する理論と支援の展開）
臨床心理学特論Ⅰ ※
臨床心理査定演習Ⅰ（心理的アセス
メントに関する理論と実践）
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅰ
心理学総合演習Ⅱ

心理学総合演習 ※
心理学理論研究 ※
実験心理学実習 ※
実験心理学研究
基礎心理学研究
研究指導

心理学総合演習 ※
心理学理論研究 ※
実験心理学実習 ※
実験心理学研究
基礎心理学研究
研究指導

心理学総合演習 ※
心理学理論研究 ※
実験心理学実習 ※
実験心理学研究
基礎心理学研究
研究指導

専
教授

今井　章

＜令和2年4月＞
博士（心理学）

専
教授

今井　章

＜令和2年4月＞
博士（心理学）

専
教授

今井　章

＜令和2年4月＞
博士（心理学）
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の別　 の別　の別　

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

専 教授

島田　英昭
　

＜令和2年4月＞
博士（心理学）

専 教授

島田　英昭
　

＜令和2年4月＞
博士（心理学）

専 教授

島田　英昭
　

＜令和2年4月＞
博士（心理学）

解析手法論Ⅰ・心理統計法特論
解析手法論Ⅱ・心理学研究法特論
人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
発達・教育心理学実習
教育心理学特論
教育心理学演習
認知心理学特論
認知心理学演習
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅰ
心理学総合演習Ⅱ

解析手法論Ⅰ・心理統計法特論
解析手法論Ⅱ・心理学研究法特論
人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
発達・教育心理学実習
教育心理学特論
教育心理学演習
認知心理学特論
認知心理学演習
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅰ
心理学総合演習Ⅱ

解析手法論Ⅰ・心理統計法特論
解析手法論Ⅱ・心理学研究法特論
人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
発達・教育心理学実習
教育心理学特論
教育心理学演習
認知心理学特論
認知心理学演習
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅰ
心理学総合演習Ⅱ

教授

徳井　丞次

<令和2年4月>
経済学修士

専 教授

徳井　丞次

<令和2年4月>
経済学修士

専 教授

徳井　丞次

<令和2年4月>
経済学修士

経済政策演習
応用経済学演習Ⅰ
応用経済学演習Ⅱ

経済政策演習
応用経済学演習Ⅰ
応用経済学演習Ⅱ

経済政策演習
応用経済学演習Ⅰ
応用経済学演習Ⅱ

専
日本経済特講
応用経済学演習Ⅰ
応用経済学演習Ⅱ

専
教授

山沖　義和

<令和2年4月>
経済学士

専
教授

山沖　義和

<令和2年4月>
経済学士

専
教授

山沖　義和

<令和2年4月>
経済学士

専 教授

宗村　和広

<令和2年4月>
法学修士

専 教授

宗村　和広

<令和2年4月>
法学修士

専 教授

宗村　和広

<令和2年4月>
法学修士

民法学Ⅱ
民事法学演習Ⅰ
民事法学演習Ⅱ

民法学Ⅱ
民事法学演習Ⅰ
民事法学演習Ⅱ

民法学Ⅱ
民事法学演習Ⅰ
民事法学演習Ⅱ

日本経済特講
応用経済学演習Ⅰ
応用経済学演習Ⅱ

日本経済特講
応用経済学演習Ⅰ
応用経済学演習Ⅱ

社会課題別PBL A
法制度の経済分析特論
応用経済学演習Ⅰ
応用経済学演習Ⅱ

社会課題別PBL A
法制度の経済分析特論
応用経済学演習Ⅰ
応用経済学演習Ⅱ

社会課題別PBL A
法制度の経済分析特論
応用経済学演習Ⅰ
応用経済学演習Ⅱ

専 教授

井上　信宏

<令和2年4月>
修士（経済学）

専 教授

井上　信宏

<令和2年4月>
修士（経済学）

専 教授

井上　信宏

<令和2年4月>
修士（経済学）

人文社会科学修論課題合同発表A
人文社会科学修論課題合同発表B
社会政策演習
応用経済学演習Ⅰ
応用経済学演習Ⅱ

専 教授

廣瀬　純夫

<令和2年4月>
博士（経済学）

専 教授

廣瀬　純夫

<令和2年4月>
博士（経済学）

専 教授

廣瀬　純夫

<令和2年4月>
博士（経済学）

人文社会科学修論課題合同発表A
人文社会科学修論課題合同発表B
社会政策演習
応用経済学演習Ⅰ
応用経済学演習Ⅱ

人文社会科学修論課題合同発表A
人文社会科学修論課題合同発表B
社会政策演習
応用経済学演習Ⅰ
応用経済学演習Ⅱ

専 教授

成澤　孝人

<令和2年4月>
修士（法学）

専 教授

成澤　孝人

<令和2年4月>
修士（法学）

専 教授

成澤　孝人

<令和2年4月>
修士（法学）

比較憲法学
地域法律実務演習
公法・刑事法学演習Ⅰ
公法・刑事法学演習Ⅱ

比較憲法学
地域法律実務演習
公法・刑事法学演習Ⅰ
公法・刑事法学演習Ⅱ

比較憲法学
地域法律実務演習
公法・刑事法学演習Ⅰ
公法・刑事法学演習Ⅱ
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の別　 の別　の別　

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

解析手法論Ⅰ
英米言語文化論 ※
英米言語文化総合演習Ⅰ（英語学）
※
英米言語文化総合演習Ⅱ（英米文学
文化） ※
英語文学実践演習Ⅰ（イギリス文学
文化）
英語文学実践演習Ⅱ（アメリカ文学
文化）
英米言語文化ARⅠ（英語学）※
英米言語文化ARⅡ（英米文学文化）
※
英語文学研究Ⅱ（英語圏文化と映
画）
英語文学研究Ⅳ（英語圏文化批評と
映画）
研究指導

解析手法論Ⅰ
英米言語文化論 ※
英米言語文化総合演習Ⅰ（英語学）
※
英米言語文化総合演習Ⅱ（英米文学
文化） ※
英語文学実践演習Ⅰ（イギリス文学
文化）
英語文学実践演習Ⅱ（アメリカ文学
文化）
英米言語文化ARⅠ（英語学）※
英米言語文化ARⅡ（英米文学文化）
※
英語文学研究Ⅱ（英語圏文化と映
画）
英語文学研究Ⅳ（英語圏文化批評と
映画）
研究指導

解析手法論Ⅰ
英米言語文化論 ※
英米言語文化総合演習Ⅰ（英語学）
※
英米言語文化総合演習Ⅱ（英米文学
文化） ※
英語文学実践演習Ⅰ（イギリス文学
文化）
英語文学実践演習Ⅱ（アメリカ文学
文化）
英米言語文化ARⅠ（英語学）※
英米言語文化ARⅡ（英米文学文化）
※
英語文学研究Ⅱ（英語圏文化と映
画）
英語文学研究Ⅳ（英語圏文化批評と
映画）
研究指導

専
准教
授

飯岡　詩朗

＜令和2年4月＞
文学修士

専 教授

飯岡　詩朗

＜令和2年4月＞
文学修士

専 教授

飯岡　詩朗

＜令和2年4月＞
文学修士

文化情報論・社会学総合演習Ⅰ（現
代文化） ※
文化情報論・社会学総合演習Ⅱ（社
会情報） ※
文化情報論実践演習Ⅰ（内容分析）
文化情報論実践演習Ⅱ（行動調査）
文化情報論・社会学ARⅠ（調査企画
設計）※
文化情報論・社会学ARⅡ（総合調査
法）※
文化情報論研究Ⅲ（多変量解析）
文化情報論研究Ⅳ（消費行動）
研究指導

文化情報論・社会学総合演習Ⅰ（現
代文化） ※
文化情報論・社会学総合演習Ⅱ（社
会情報） ※
文化情報論実践演習Ⅰ（内容分析）
文化情報論実践演習Ⅱ（行動調査）
文化情報論・社会学ARⅠ（調査企画
設計）※
文化情報論・社会学ARⅡ（総合調査
法）※
文化情報論研究Ⅲ（多変量解析）
文化情報論研究Ⅳ（消費行動）
研究指導

文化情報論・社会学総合演習Ⅰ（現
代文化） ※
文化情報論・社会学総合演習Ⅱ（社
会情報） ※
文化情報論実践演習Ⅰ（内容分析）
文化情報論実践演習Ⅱ（行動調査）
文化情報論・社会学ARⅠ（調査企画
設計）※
文化情報論・社会学ARⅡ（総合調査
法）※
文化情報論研究Ⅲ（多変量解析）
文化情報論研究Ⅳ（消費行動）
研究指導

専
准教
授

水原　俊博

＜令和2年4月＞
博士（社会学）

専 教授

水原　俊博

＜令和2年4月＞
博士（社会学）

専 教授

水原　俊博

＜令和2年4月＞
博士（社会学）

民事手続法特殊研究
民事法学演習Ⅰ
民事法学演習Ⅱ

民事手続法特殊研究
民事法学演習Ⅰ
民事法学演習Ⅱ

専 教授

河崎　祐子

<令和2年4月>
博士（法学）

専 教授

河崎　祐子

<令和2年4月>
博士（法学）

環境法学
民事法学演習Ⅰ
民事法学演習Ⅱ

環境法学
民事法学演習Ⅰ
民事法学演習Ⅱ

環境法学
民事法学演習Ⅰ
民事法学演習Ⅱ

専 教授

小林　寛

<令和2年4月>
LL.M.in Energy & Enviroment

（米国） 専 教授

小林　寛

<令和2年4月>
LL.M.in Energy & Enviroment

（米国） 専 教授

小林　寛

<令和2年4月>
LL.M.in Energy & Enviroment

（米国）

刑事手続法学
地域プロジェクト演習
公法・刑事法学演習Ⅰ
公法・刑事法学演習Ⅱ

刑事手続法学
地域プロジェクト演習
公法・刑事法学演習Ⅰ
公法・刑事法学演習Ⅱ

刑事手続法学
地域プロジェクト演習
公法・刑事法学演習Ⅰ
公法・刑事法学演習Ⅱ

専 教授

丸橋　昌太郎

<令和2年4月>
修士（法学）

専 教授

丸橋　昌太郎

<令和2年4月>
修士（法学）

専 教授

丸橋　昌太郎

<令和2年4月>
修士（法学）

専 教授

三好　規正

<令和3年4月>
博士（法学）

行政法学
公法・刑事法学演習Ⅰ
公法・刑事法学演習Ⅱ
人文社会科学修論課題合同発表A
人文社会科学修論課題合同発表B
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の別　 の別　の別　

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

文化情報論・社会学総合演習Ⅰ（現
代文化） ※
文化情報論・社会学総合演習Ⅱ（社
会情報） ※
文化情報論実践演習Ⅰ（内容分析）
文化情報論実践演習Ⅱ（行動調査）
文化情報論・社会学ARⅠ（調査企画
設計）※
文化情報論・社会学ARⅡ（総合調査
法）※
文化情報論研究Ⅴ（社会的行動）
文化情報論研究Ⅵ（メディアコミュ
ニケーション）
研究指導

文化情報論・社会学総合演習Ⅰ（現
代文化） ※
文化情報論・社会学総合演習Ⅱ（社
会情報） ※
文化情報論実践演習Ⅰ（内容分析）
文化情報論実践演習Ⅱ（行動調査）
文化情報論・社会学ARⅠ（調査企画
設計）※
文化情報論・社会学ARⅡ（総合調査
法）※
文化情報論研究Ⅴ（社会的行動）
文化情報論研究Ⅵ（メディアコミュ
ニケーション）
研究指導

文化情報論・社会学総合演習Ⅰ（現
代文化） ※
文化情報論・社会学総合演習Ⅱ（社
会情報） ※
文化情報論実践演習Ⅰ（内容分析）
文化情報論実践演習Ⅱ（行動調査）
文化情報論・社会学ARⅠ（調査企画
設計）※
文化情報論・社会学ARⅡ（総合調査
法）※
文化情報論研究Ⅴ（社会的行動）
文化情報論研究Ⅵ（メディアコミュ
ニケーション）
研究指導

専
准教
授

佐藤　広英

＜令和2年4月＞
博士（心理学）

専
准教
授

佐藤　広英

＜令和2年4月＞
博士（心理学）

専
准教
授

佐藤　広英

＜令和2年4月＞
博士（心理学）

哲学思想論実践演習Ⅰ（アカデミッ
クリテラシー）
哲学思想論実践演習Ⅱ（イノベー
ションコンピテンシー）
哲学思想論 ※
哲学思想論総合演習Ⅱ（比較思想）
※
哲学思想論ARⅡ(哲学的対話の実
践）※
哲学思想論研究Ⅲ（西洋哲学）
哲学思想論研究Ⅳ（現代哲学）
研究指導

哲学思想論実践演習Ⅰ（アカデミッ
クリテラシー）
哲学思想論実践演習Ⅱ（イノベー
ションコンピテンシー）
哲学思想論 ※
哲学思想論総合演習Ⅱ（比較思想）
※
哲学思想論ARⅡ(哲学的対話の実
践）※
哲学思想論研究Ⅲ（西洋哲学）
哲学思想論研究Ⅳ（現代哲学）
研究指導

哲学思想論実践演習Ⅰ（アカデミッ
クリテラシー）
哲学思想論実践演習Ⅱ（イノベー
ションコンピテンシー）
哲学思想論 ※
哲学思想論総合演習Ⅱ（比較思想）
※
哲学思想論ARⅡ(哲学的対話の実
践）※
哲学思想論研究Ⅲ（西洋哲学）
哲学思想論研究Ⅳ（現代哲学）
研究指導

専
准教
授

三谷　尚澄

＜令和2年4月＞
博士（文学）

専
准教
授

三谷　尚澄

＜令和2年4月＞
博士（文学）

専
准教
授

三谷　尚澄

＜令和2年4月＞
博士（文学）

都市政策特講
応用経済学演習Ⅰ
応用経済学演習Ⅱ

都市政策特講
応用経済学演習Ⅰ
応用経済学演習Ⅱ

都市政策特講
応用経済学演習Ⅰ
応用経済学演習Ⅱ
人文社会科学修論課題合同発表A
人文社会科学修論課題合同発表B

専
准教
授

武者　忠彦

<令和2年4月>
博士（学術）

専 教授

武者　忠彦

<令和2年4月>
博士（学術）

専 教授

武者　忠彦

<令和2年4月>
博士（学術）

社会課題別PBL B
医療経済学特講
応用経済学演習Ⅰ
応用経済学演習Ⅱ

社会課題別PBL B
医療経済学特講
応用経済学演習Ⅰ
応用経済学演習Ⅱ

社会課題別PBL B
医療経済学特講
応用経済学演習Ⅰ
応用経済学演習Ⅱ
人文社会科学修論課題合同発表A
人文社会科学修論課題合同発表B

専

公共経済学特講
応用経済学演習Ⅰ
応用経済学演習Ⅱ

公共経済学特講
応用経済学演習Ⅰ
応用経済学演習Ⅱ

公共経済学特講
応用経済学演習Ⅰ
応用経済学演習Ⅱ
人文社会科学修論課題合同発表A
人文社会科学修論課題合同発表B

専
准教
授

大野　太郎

<令和2年4月>
博士（経済学）

専 教授

大野　太郎

<令和2年4月>
博士（経済学）

専 教授

大野　太郎

<令和2年4月>
博士（経済学）

准教
授

増原　宏明

<令和2年4月>
博士（経済学）

専
准教
授

増原　宏明

<令和2年4月>
博士（経済学）

専 教授

増原　宏明

<令和2年4月>
博士（経済学）
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の別　 の別　の別　

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等
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専任・
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氏　　名
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＜就任（予定）年月＞
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専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

日本言語文化総合演習Ⅰ （異文化
としての日本語・日本文学）※
日本語教育学実践演習Ⅰ（言語研究
と言語教育）
日本語教育学実践演習Ⅱ（第二言語
習得・学習）
日本言語文化ARⅠ（コミュニケー
ションツールとしての日本語・日本
文学） ※
日本語教育学研究Ⅰ（第二言語指導
の理論と技術）
日本語教育学研究Ⅱ（第二言語学習
者の特性）
研究指導

日本言語文化総合演習Ⅰ （異文化
としての日本語・日本文学）※
日本語教育学実践演習Ⅰ（言語研究
と言語教育）
日本語教育学実践演習Ⅱ（第二言語
習得・学習）
日本言語文化ARⅠ（コミュニケー
ションツールとしての日本語・日本
文学） ※
日本語教育学研究Ⅰ（第二言語指導
の理論と技術）
日本語教育学研究Ⅱ（第二言語学習
者の特性）
研究指導

日本言語文化総合演習Ⅰ （異文化
としての日本語・日本文学）※
日本語教育学実践演習Ⅰ（言語研究
と言語教育）
日本語教育学実践演習Ⅱ（第二言語
習得・学習）
日本言語文化ARⅠ（コミュニケー
ションツールとしての日本語・日本
文学） ※
日本語教育学研究Ⅰ（第二言語指導
の理論と技術）
日本語教育学研究Ⅱ（第二言語学習
者の特性）
研究指導

専
准教
授

坂口　和寛

＜令和2年4月＞
修士（文学）

専
准教
授

坂口　和寛

＜令和2年4月＞
修士（文学）

専
准教
授

坂口　和寛

＜令和2年4月＞
修士（文学）

歴史学論 ※
歴史学総合演習Ⅱ（西洋史・東洋史
学研究法） ※
歴史学実践演習Ⅱ（史学概論・西洋
史・東洋史）
歴史学ARⅡ（史料調査法・西洋史・
東洋史） ※
東洋史研究Ⅰ（アジア近世・近代
史）
東洋史研究Ⅱ（中国近世・近代史）
研究指導

歴史学論 ※
歴史学総合演習Ⅱ（西洋史・東洋史
学研究法） ※
歴史学実践演習Ⅱ（史学概論・西洋
史・東洋史）
歴史学ARⅡ（史料調査法・西洋史・
東洋史） ※
東洋史研究Ⅰ（アジア近世・近代
史）
東洋史研究Ⅱ（中国近世・近代史）
研究指導

歴史学論 ※
歴史学総合演習Ⅱ（西洋史・東洋史
学研究法） ※
歴史学実践演習Ⅱ（史学概論・西洋
史・東洋史）
歴史学ARⅡ（史料調査法・西洋史・
東洋史） ※
東洋史研究Ⅰ（アジア近世・近代
史）
東洋史研究Ⅱ（中国近世・近代史）
研究指導

専
准教
授

豊岡　康史

＜令和2年4月＞
博士（文学）

専
准教
授

豊岡　康史

＜令和2年4月＞
博士（文学）

専
准教
授

豊岡　康史

＜令和2年4月＞
博士（文学）

歴史学論 ※
歴史学総合演習Ⅱ（西洋史・東洋史
学研究法） ※
歴史学実践演習Ⅱ（史学概論・西洋
史・東洋史）
歴史学ARⅡ（史料調査法・西洋史・
東洋史） ※
西洋史研究Ⅰ（経済）
西洋史研究Ⅱ（社会）
研究指導

歴史学論 ※
歴史学総合演習Ⅱ（西洋史・東洋史
学研究法） ※
歴史学実践演習Ⅱ（史学概論・西洋
史・東洋史）
歴史学ARⅡ（史料調査法・西洋史・
東洋史） ※
西洋史研究Ⅰ（経済）
西洋史研究Ⅱ（社会）
研究指導

歴史学論 ※
歴史学総合演習Ⅱ（西洋史・東洋史
学研究法） ※
歴史学実践演習Ⅱ（史学概論・西洋
史・東洋史）
歴史学ARⅡ（史料調査法・西洋史・
東洋史） ※
西洋史研究Ⅰ（経済）
西洋史研究Ⅱ（社会）
研究指導

専
准教
授

佐藤(田村) 真紀

＜令和2年4月＞
文学修士

専
准教
授

佐藤(田村) 真紀

＜令和2年4月＞
文学修士

専
准教
授

佐藤(田村) 真紀

＜令和2年4月＞
文学修士

社会学実践演習Ⅱ（質的研究法）
文化情報論・社会学ARⅠ（調査企画
設計）※文化情報論・社会学ARⅡ
（総合調査法）※
文化情報論・社会学論 ※
社会学実践演習Ⅰ（社会学の理論と
実証）
社会学研究Ⅰ（社会学理論構築法）
社会学研究Ⅱ（環境・地域社会学）
研究指導

社会学実践演習Ⅱ（質的研究法）
文化情報論・社会学ARⅠ（調査企画
設計）※
文化情報論・社会学ARⅡ（総合調査
法）※
文化情報論・社会学論 ※
社会学実践演習Ⅰ（社会学の理論と
実証）
社会学研究Ⅰ（社会学理論構築法）
社会学研究Ⅱ（環境・地域社会学）
研究指導

社会学実践演習Ⅱ（質的研究法）
文化情報論・社会学ARⅠ（調査企画
設計）※
文化情報論・社会学ARⅡ（総合調査
法）※
文化情報論・社会学論 ※
社会学実践演習Ⅰ（社会学の理論と
実証）
社会学研究Ⅰ（社会学理論構築法）
社会学研究Ⅱ（環境・地域社会学）
研究指導

専
准教
授

茅野　恒秀

＜令和2年4月＞
博士（政策科学）

専
准教
授

茅野　恒秀

＜令和2年4月＞
博士（政策科学）

専
准教
授

茅野　恒秀

＜令和2年4月＞
博士（政策科学）
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芸術コミュニケーションARⅠ（創作
と芸術実践） ※
芸術コミュニケーション論 ※
芸術コミュニケーション総合演習Ⅰ
（理論と歴史） ※
芸術コミュニケーション総合演習Ⅱ
（個別研究） ※
芸術コミュニケーション実践演習Ⅰ
（リサーチ・ベース）
芸術コミュニケーション実践演習Ⅱ
（パブリケーション・ベース）
芸術コミュニケーションARⅡ（芸術
実践と展開） ※
芸術コミュニケーション研究Ⅰ（現
代舞踊論）
芸術コミュニケーション研究Ⅱ（身
体論）
研究指導

芸術コミュニケーションARⅠ（創作
と芸術実践） ※
芸術コミュニケーション論 ※
芸術コミュニケーション総合演習Ⅰ
（理論と歴史） ※
芸術コミュニケーション総合演習Ⅱ
（個別研究） ※
芸術コミュニケーション実践演習Ⅰ
（リサーチ・ベース）
芸術コミュニケーション実践演習Ⅱ
（パブリケーション・ベース）
芸術コミュニケーションARⅡ（芸術
実践と展開） ※
芸術コミュニケーション研究Ⅰ（現
代舞踊論）
芸術コミュニケーション研究Ⅱ（身
体論）
研究指導

芸術コミュニケーションARⅠ（創作
と芸術実践） ※
芸術コミュニケーション論 ※
芸術コミュニケーション総合演習Ⅰ
（理論と歴史） ※
芸術コミュニケーション総合演習Ⅱ
（個別研究） ※
芸術コミュニケーション実践演習Ⅰ
（リサーチ・ベース）
芸術コミュニケーション実践演習Ⅱ
（パブリケーション・ベース）
芸術コミュニケーションARⅡ（芸術
実践と展開） ※
芸術コミュニケーション研究Ⅰ（現
代舞踊論）
芸術コミュニケーション研究Ⅱ（身
体論）
研究指導

専
准教
授

北村　明子

＜令和2年4月＞
修士（文学）

専
准教
授

北村　明子

＜令和2年4月＞
修士（文学）

専
准教
授

北村　明子

＜令和2年4月＞
修士（文学）

比較言語文化論 ※
比較言語文化総合演習Ⅰ（散文）
※
比較言語文化総合演習Ⅱ（韻文）
※
中国語学・文学実践演習Ⅰ（中国文
学）
中国語学・文学実践演習Ⅱ（現代中
国語学）
中国語学研究Ⅰ（現代中国語文法）
中国語学研究Ⅱ（現代中国語意味
論）
研究指導

比較言語文化論 ※
比較言語文化総合演習Ⅰ（散文）
※
比較言語文化総合演習Ⅱ（韻文）
※
中国語学・文学実践演習Ⅰ（中国文
学）
中国語学・文学実践演習Ⅱ（現代中
国語学）
中国語学研究Ⅰ（現代中国語文法）
中国語学研究Ⅱ（現代中国語意味
論）
研究指導

比較言語文化論 ※
比較言語文化総合演習Ⅰ（散文）
※
比較言語文化総合演習Ⅱ（韻文）
※
中国語学・文学実践演習Ⅰ（中国文
学）
中国語学・文学実践演習Ⅱ（現代中
国語学）
中国語学研究Ⅰ（現代中国語文法）
中国語学研究Ⅱ（現代中国語意味
論）
研究指導

専
准教
授

伊藤　加奈子

＜令和2年4月＞
文学修士

専
准教
授

伊藤　加奈子

＜令和2年4月＞
文学修士

専
准教
授

伊藤　加奈子

＜令和2年4月＞
文学修士

解析手法論Ⅰ
比較言語文化論 ※
ドイツ語学・ドイツ文学実践演習Ⅰ
（ドイツ語学研究）
ドイツ語学・ドイツ文学実践演習Ⅱ
（文学研究方法論）
比較言語文化ARⅠ（多文化交流サロ
ン） ※
比較言語文化ARⅡ（外国語サロン）
※
ドイツ語学・ドイツ文学研究Ⅰ（ド
イツ語造語論）
ドイツ語学・ドイツ文学研究Ⅱ（ド
イツ語テキスト分析）
研究指導

解析手法論Ⅰ
比較言語文化論 ※
ドイツ語学・ドイツ文学実践演習Ⅰ
（ドイツ語学研究）
ドイツ語学・ドイツ文学実践演習Ⅱ
（文学研究方法論）
比較言語文化ARⅠ（多文化交流サロ
ン） ※
比較言語文化ARⅡ（外国語サロン）
※
ドイツ語学・ドイツ文学研究Ⅰ（ド
イツ語造語論）
ドイツ語学・ドイツ文学研究Ⅱ（ド
イツ語テキスト分析）
研究指導

解析手法論Ⅰ
比較言語文化論 ※
ドイツ語学・ドイツ文学実践演習Ⅰ
（ドイツ語学研究）
ドイツ語学・ドイツ文学実践演習Ⅱ
（文学研究方法論）
比較言語文化ARⅠ（多文化交流サロ
ン） ※
比較言語文化ARⅡ（外国語サロン）
※
ドイツ語学・ドイツ文学研究Ⅰ（ド
イツ語造語論）
ドイツ語学・ドイツ文学研究Ⅱ（ド
イツ語テキスト分析）
研究指導

専
准教
授

磯部　美穂

＜令和2年4月＞
文献学博士

専
准教
授

磯部　美穂

＜令和2年4月＞
文献学博士

専
准教
授

磯部　美穂

＜令和2年4月＞
文献学博士

日本言語文化総合演習Ⅰ（異文化と
しての日本語・日本文学）※
日本文学実践演習Ⅰ（韻文）
日本文学実践演習Ⅱ（散文）
日本言語文化ARⅠ（コミュニケー
ションツールとしての日本語・日本
文学） ※
日本文学研究Ⅲ（近世‐明治期文
学）
日本文学研究Ⅳ（韻文）
研究指導

日本言語文化総合演習Ⅰ（異文化と
しての日本語・日本文学）※
日本文学実践演習Ⅰ（韻文）
日本文学実践演習Ⅱ（散文）
日本言語文化ARⅠ（コミュニケー
ションツールとしての日本語・日本
文学） ※
日本文学研究Ⅲ（近世‐明治期文
学）
日本文学研究Ⅳ（韻文）
研究指導

日本言語文化総合演習Ⅰ（異文化と
しての日本語・日本文学） ※
日本文学実践演習Ⅰ（韻文）
日本文学実践演習Ⅱ（散文）
日本言語文化ARⅠ（コミュニケー
ションツールとしての日本語・日本
文学） ※
日本文学研究Ⅲ（近世‐明治期文
学）
日本文学研究Ⅳ（韻文）
研究指導

専
准教
授

速水　香織

＜令和2年4月＞
博士（文学）

専
准教
授

速水　香織

＜令和2年4月＞
博士（文学）

専
准教
授

速水　香織

＜令和2年4月＞
博士（文学）
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専
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茅野　理恵
　

＜令和2年4月＞
修士（教育学）

専
准教
授

茅野　理恵
　

＜令和2年4月＞
修士（教育学）

専
准教
授

茅野　理恵
　

＜令和2年4月＞
修士（教育学）

人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
臨床心理実習Ⅰ（心理実践実習）
臨床心理学基礎実習 ※
臨床心理実習Ⅱ
学校臨床心理学演習（教育分野に関
する理論と支援の展開）
心の健康教育に関する理論と実践
臨床心理学特論Ⅰ ※
臨床心理面接特論Ⅱ
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅰ
心理学総合演習Ⅱ

人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
臨床心理実習Ⅰ（心理実践実習）
臨床心理学基礎実習 ※
臨床心理実習Ⅱ
学校臨床心理学演習（教育分野に関
する理論と支援の展開）
心の健康教育に関する理論と実践
臨床心理学特論Ⅰ ※
臨床心理面接特論Ⅱ
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅰ
心理学総合演習Ⅱ

人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
臨床心理実習Ⅰ（心理実践実習）
臨床心理学基礎実習 ※
臨床心理実習Ⅱ
学校臨床心理学演習（教育分野に関
する理論と支援の展開）
心の健康教育に関する理論と実践
臨床心理学特論Ⅰ ※
臨床心理面接特論Ⅱ
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅰ
心理学総合演習Ⅱ

心理学総合演習 ※
心理学理論研究 ※
社会心理学実習
社会心理学研究
グループダイナミックス
研究指導

心理学総合演習 ※
心理学理論研究 ※
社会心理学実習
社会心理学研究
グループダイナミックス
研究指導

心理学総合演習 ※
心理学理論研究 ※
社会心理学実習
社会心理学研究
グループダイナミックス
研究指導

専
准教
授

岡本　卓也

＜令和2年4月＞
博士（社会学）

専
准教
授

岡本　卓也

＜令和2年4月＞
博士（社会学）

専
准教
授

岡本　卓也

＜令和2年4月＞
博士（社会学）

心理学総合演習 ※
心理学理論研究 ※
実験心理学実習 ※
認知心理学研究
生理心理学研究
研究指導

心理学総合演習 ※
心理学理論研究 ※
実験心理学実習 ※
認知心理学研究
生理心理学研究
研究指導

心理学総合演習 ※
心理学理論研究 ※
実験心理学実習 ※
認知心理学研究
生理心理学研究
研究指導

専
准教
授

高瀬　弘樹

＜令和2年4月＞
博士（人間科学）

専
准教
授

高瀬　弘樹

＜令和2年4月＞
博士（人間科学）

専
准教
授

高瀬　弘樹

＜令和2年4月＞
博士（人間科学）

芸術コミュニケーションARⅠ（創作
と芸術実践） ※
解析手法論Ⅰ
社会課題別PBL B
芸術コミュニケーション論 ※
芸術コミュニケーション総合演習Ⅰ
（理論と歴史） ※
芸術コミュニケーション総合演習Ⅱ
（個別研究） ※
芸術コミュニケーション実践演習Ⅰ
（リサーチ・ベース）
芸術コミュニケーション実践演習Ⅱ
（パブリケーション・ベ-ス）
芸術コミュニケーションARⅡ（芸術
実践と展開） ※
芸術コミュニケーション研究Ⅴ（音
楽学研究）
芸術コミュニケーション研究Ⅵ（音
楽と社会）
研究指導

芸術コミュニケーションARⅠ（創作
と芸術実践） ※
解析手法論Ⅰ
社会課題別PBL B
芸術コミュニケーション論 ※
芸術コミュニケーション総合演習Ⅰ
（理論と歴史） ※
芸術コミュニケーション総合演習Ⅱ
（個別研究） ※
芸術コミュニケーション実践演習Ⅰ
（リサーチ・ベース）
芸術コミュニケーション実践演習Ⅱ
（パブリケーション・ベ-ス）
芸術コミュニケーションARⅡ（芸術
実践と展開） ※
芸術コミュニケーション研究Ⅴ（音
楽学研究）
芸術コミュニケーション研究Ⅵ（音
楽と社会）
研究指導

芸術コミュニケーションARⅠ（創作
と芸術実践） ※
解析手法論Ⅰ
社会課題別PBL B
芸術コミュニケーション論 ※
芸術コミュニケーション総合演習Ⅰ
（理論と歴史） ※
芸術コミュニケーション総合演習Ⅱ
（個別研究） ※
芸術コミュニケーション実践演習Ⅰ
（リサーチ・ベース）
芸術コミュニケーション実践演習Ⅱ
（パブリケーション・ベ-ス）
芸術コミュニケーションARⅡ（芸術
実践と展開） ※
芸術コミュニケーション研究Ⅴ（音
楽学研究）
芸術コミュニケーション研究Ⅵ（音
楽と社会）
研究指導

専
准教
授

濱崎（元山）友絵

＜令和2年4月＞
修士（音楽学）

専
准教
授

濱崎（元山）友絵

＜令和2年4月＞
修士（音楽学）

専
准教
授

濱崎（元山）友絵

＜令和2年4月＞
修士（音楽学）
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の別　 の別　の別　

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

専
准教
授

高橋　史
　

＜令和2年4月＞
博士（人間科学）

専
准教
授

高橋　史
　

＜令和2年4月＞
博士（人間科学）

専
准教
授

高橋　史
　

＜令和2年4月＞
博士（人間科学）

人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
臨床心理実習Ⅰ（心理実践実習）
臨床心理学基礎実習 ※
臨床心理実習Ⅱ
臨床心理学特論Ⅱ
臨床心理面接特論Ⅰ（心理支援に関
する理論と実践）
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅰ
心理学総合演習Ⅱ

人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
臨床心理実習Ⅰ（心理実践実習）
臨床心理学基礎実習 ※
臨床心理実習Ⅱ
臨床心理学特論Ⅱ
臨床心理面接特論Ⅰ（心理支援に関
する理論と実践）
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅰ
心理学総合演習Ⅱ

人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
臨床心理実習Ⅰ（心理実践実習）
臨床心理学基礎実習 ※
臨床心理実習Ⅱ
臨床心理学特論Ⅱ
臨床心理面接特論Ⅰ（心理支援に関
する理論と実践）
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅰ
心理学総合演習Ⅱ

専
准教
授

 友川（三宅）幸

＜令和2年4月＞
博士（保健学）

専
准教
授

 友川（三宅）幸

＜令和2年4月＞
博士（保健学）

専
准教
授

 友川（三宅）幸

＜令和2年4月＞
博士（保健学）

人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
発達・教育心理学実習
国際精神保健学特論
国際精神保健学演習
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅰ
心理学総合演習Ⅱ

人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
発達・教育心理学実習
国際精神保健学特論
国際精神保健学演習
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅰ
心理学総合演習Ⅱ

人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
発達・教育心理学実習
国際精神保健学特論
国際精神保健学演習
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅰ
心理学総合演習Ⅱ

専
准教
授

髙栁　充利

＜令和2年4月＞
修士（文学）

専
准教
授

髙栁　充利

＜令和2年4月＞
修士（文学）

専
准教
授

髙栁　充利

＜令和2年4月＞
修士（文学）

人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
発達・教育心理学実習
人間形成論特論
人間形成論演習
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅰ
心理学総合演習Ⅱ

人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
発達・教育心理学実習
人間形成論特論
人間形成論演習
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅰ
心理学総合演習Ⅱ

人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
発達・教育心理学実習
人間形成論特論
人間形成論演習
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅰ
心理学総合演習Ⅱ

専
准教
授

水口　崇
　

＜令和2年4月＞
博士（教育学）

専
准教
授

水口　崇
　

＜令和2年4月＞
博士（教育学）

専
准教
授

水口　崇
　

＜令和2年4月＞
博士（教育学）

人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
発達・教育心理学実習
発達心理学特論
発達心理学演習
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅰ
心理学総合演習Ⅱ

人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
発達・教育心理学実習
発達心理学特論
発達心理学演習
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅰ
心理学総合演習Ⅱ

人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
発達・教育心理学実習
発達心理学特論
発達心理学演習
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅰ
心理学総合演習Ⅱ
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の別　 の別　の別　

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

憲法学
公法・刑事法学演習Ⅰ
公法・刑事法学演習Ⅱ

憲法学
公法・刑事法学演習Ⅰ
公法・刑事法学演習Ⅱ

憲法学
公法・刑事法学演習Ⅰ
公法・刑事法学演習Ⅱ

専
准教
授

赤川　理

<令和2年4月>
修士（法学）

専
准教
授

赤川　理

<令和2年4月>
修士（法学）

専
准教
授

赤川　理

<令和2年4月>
修士（法学）

恐慌論
理論経済学演習Ⅰ
理論経済学演習Ⅱ

恐慌論
理論経済学演習Ⅰ
理論経済学演習Ⅱ

恐慌論
理論経済学演習Ⅰ
理論経済学演習Ⅱ

専
准教
授

吉村　信之

<令和2年4月>
博士（経済学）

専
准教
授

専
准教
授

森下　孟
　

＜令和2年4月＞
修士（教育学）

専
准教
授

森下　孟
　

＜令和2年4月＞
修士（教育学）

専
准教
授

森下　孟
　

＜令和2年4月＞
修士（教育学）

人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
発達・教育心理学実習
認知工学特論
認知工学演習
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅰ
心理学総合演習Ⅱ

人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
発達・教育心理学実習
認知工学特論
認知工学演習
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅰ
心理学総合演習Ⅱ

人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
発達・教育心理学実習
認知工学特論
認知工学演習
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅰ
心理学総合演習Ⅱ

吉村　信之

<令和2年4月>
博士（経済学）

専
准教
授

吉村　信之

<令和2年4月>
博士（経済学）

専
准教
授

小野　貴史

＜令和2年4月＞
修士（教育学）

専
准教
授

小野　貴史

＜令和2年4月＞
修士（教育学）

専
准教
授

小野　貴史

＜令和2年4月＞
修士（教育学）

人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
発達・教育心理学実習
音楽心理学特論
音楽心理学演習
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅰ
心理学総合演習Ⅱ

人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
発達・教育心理学実習
音楽心理学特論
音楽心理学演習
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅰ
心理学総合演習Ⅱ

人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
発達・教育心理学実習
音楽心理学特論
音楽心理学演習
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅰ
心理学総合演習Ⅱ

財務会計特論
応用経済学演習Ⅰ
応用経済学演習Ⅱ

財務会計特論
応用経済学演習Ⅰ
応用経済学演習Ⅱ

財務会計特論
応用経済学演習Ⅰ
応用経済学演習Ⅱ

専
准教
授

関（滝沢）利恵子

<令和2年4月>
博士（経営学）

専
准教
授

関（滝沢）利恵子

<令和2年4月>
博士（経営学）

専
准教
授

関（滝沢）利恵子

<令和2年4月>
博士（経営学）

労務管理特講
マネジメント特論
応用経済学演習Ⅰ
応用経済学演習Ⅱ

労務管理特講
マネジメント特論

労務管理特講専
准教
授

岩田　一哲

<令和2年4月>
博士（経済学）

兼任 講師

岩田　一哲

<令和2年4月>
博士（経済学）

兼任 講師

岩田　一哲

<令和2年4月>
博士（経済学）

上級マクロ経済学
理論経済学演習Ⅰ
理論経済学演習Ⅱ

上級マクロ経済学
理論経済学演習Ⅰ
理論経済学演習Ⅱ

上級マクロ経済学
理論経済学演習Ⅰ
理論経済学演習Ⅱ

専
准教
授

青木　周平

<令和2年4月>
博士（経済学）

専
准教
授

青木　周平

<令和2年4月>
博士（経済学）

専
准教
授

青木　周平

<令和2年4月>
博士（経済学）
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の別　 の別　の別　

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

専
准教
授

篠田　直子
　

＜令和2年10月＞
博士（心理学）

人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅰ
心理学総合演習Ⅱ
家族心理学特論（家族関係・集団・
地域社会における心理支援に関する
理論と実践）
学校臨床心理学演習（教育分野に関
する理論と支援の展開）
臨床心理学特論Ⅱ
臨床心理面接特論Ⅰ（心理支援に関
する理論と実践）
臨床心理面接特論Ⅱ

都築　幸宏

<令和2年4月>
博士（経済学）

専
准教
授

都築　幸宏

<令和2年4月>
博士（経済学）

島村（武永）暁代

<令和2年4月>
法務博士（専門職）

行政法学
公法・刑事法学演習Ⅰ
公法・刑事法学演習Ⅱ

行政法学
公法・刑事法学演習Ⅰ
公法・刑事法学演習Ⅱ

専
准教
授

大江　裕幸

<令和2年4月>
修士（法学）

専
准教
授

大江　裕幸

<令和2年4月>
修士（法学）

ファイナンス論特講
理論経済学演習Ⅰ
理論経済学演習Ⅱ

ファイナンス論特講
理論経済学演習Ⅰ
理論経済学演習Ⅱ

ファイナンス論特講
理論経済学演習Ⅰ
理論経済学演習Ⅱ

専
准教
授

都築　幸宏

<令和2年4月>
博士（経済学）

専
准教
授

竹部（内海）晴美

<令和3年4月>
博士（法学）

民事手続法特殊研究
民事法学演習Ⅰ
民事法学演習Ⅱ
人文社会科学修論課題合同発表A
人文社会科学修論課題合同発表B

准教
授

島村（武永）暁代

<令和2年4月>
法務博士（専門職）

兼任 講師
社会保障法学
公法・刑事法学演習Ⅰ
公法・刑事法学演習Ⅱ

社会保障法学
専

専
准教
授

人文社会科学研究者倫理A
民法学Ⅰ
民事法学演習Ⅰ
民事法学演習Ⅱ

人文社会科学研究者倫理A
民法学Ⅰ
民事法学演習Ⅰ
民事法学演習Ⅱ

人文社会科学研究者倫理A
民法学Ⅰ
民事法学演習Ⅰ
民事法学演習Ⅱ

専
准教
授

栗田　晶

<令和2年4月>
修士（法学）

専
准教
授

栗田　晶

<令和2年4月>
修士（法学）

専
准教
授

栗田　晶

<令和2年4月>
修士（法学）

専
准教
授

藤野　義和

<令和3年4月>
博士（経営学）

マネジメント特論
人文社会科学修論課題合同発表A
人文社会科学修論課題合同発表B
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の別　 の別　の別　

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

解析手法論Ⅰ
解析手法論Ⅱ
上級計量経済学
理論経済学演習Ⅰ
理論経済学演習Ⅱ

解析手法論Ⅰ
解析手法論Ⅱ
上級計量経済学
理論経済学演習Ⅰ
理論経済学演習Ⅱ

解析手法論Ⅰ
解析手法論Ⅱ
上級計量経済学
理論経済学演習Ⅰ
理論経済学演習Ⅱ
人文社会科学修論課題合同発表A
人文社会科学修論課題合同発表B

専 講師

矢部　竜太

<令和2年4月>
博士（経済学）

専
准教
授

矢部　竜太

<令和2年4月>
博士（経済学）

専
准教
授

矢部　竜太

<令和2年4月>
博士（経済学）

講師

橋本（西岡）彩

<令和2年4月>
博士（法学）

専
准教
授

橋本（西岡）彩

<令和2年4月>
博士（法学）

専
准教
授

橋本（西岡）彩

<令和2年4月>
博士（法学）

講師

濱田（石川）新

<令和2年4月>
修士（法学）

専
准教
授

濱田（石川）新

<令和2年4月>
修士（法学）

専
准教
授

濱田（石川）新

<令和2年4月>
修士（法学）

専
准教
授

人文社会科学修論課題合同発表A
人文社会科学修論課題合同発表B
租税法学
法人税法特論
公法・刑事法学演習Ⅰ
公法・刑事法学演習Ⅱ

人文社会科学修論課題合同発表A
人文社会科学修論課題合同発表B
租税法学
法人税法特論
公法・刑事法学演習Ⅰ
公法・刑事法学演習Ⅱ

人文社会科学修論課題合同発表A
人文社会科学修論課題合同発表B
租税法学
法人税法特論
公法・刑事法学演習Ⅰ
公法・刑事法学演習Ⅱ

専

上級ミクロ経済学
理論経済学演習Ⅰ
理論経済学演習Ⅱ

上級ミクロ経済学
理論経済学演習Ⅰ
理論経済学演習Ⅱ

上級ミクロ経済学
理論経済学演習Ⅰ
理論経済学演習Ⅱ
人文社会科学修論課題合同発表A
人文社会科学修論課題合同発表B

専 講師

坂東　桂介

<令和2年4月>
博士（工学）

専
准教
授

坂東　桂介

<令和2年4月>
博士（工学）

専
准教
授

坂東　桂介

<令和2年4月>
博士（工学）

特別刑法概論
公法・刑事法学演習Ⅰ
公法・刑事法学演習Ⅱ

特別刑法概論
公法・刑事法学演習Ⅰ
公法・刑事法学演習Ⅱ

特別刑法概論
公法・刑事法学演習Ⅰ
公法・刑事法学演習Ⅱ
人文社会科学修論課題合同発表A
人文社会科学修論課題合同発表B

専

商法学
民事法学演習Ⅰ
民事法学演習Ⅱ

商法学
民事法学演習Ⅰ
民事法学演習Ⅱ

商法学
民事法学演習Ⅰ
民事法学演習Ⅱ
人文社会科学修論課題合同発表A
人文社会科学修論課題合同発表B

専 講師

寺前　慎太郎

<令和2年4月>
修士（法学）

専
准教
授

寺前　慎太郎

<令和2年4月>
修士（法学）

専
准教
授

寺前　慎太郎

<令和2年4月>
修士（法学）

専
准教
授

船渡　康平

<令和3年4月>
法務博士（専門職）

行政法学
公法・刑事法学演習Ⅰ
公法・刑事法学演習Ⅱ
人文社会科学修論課題合同発表A
人文社会科学修論課題合同発表B

成田（仲居）史子

<令和3年4月>
修士（教育学）

社会保障法学
公法・刑事法学演習Ⅰ
公法・刑事法学演習Ⅱ
人文社会科学修論課題合同発表A
人文社会科学修論課題合同発表B

44



の別　 の別　の別　

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

 社会学研究Ⅰ（社会学理論構築法）
研究指導

 社会学研究Ⅰ（社会学理論構築法）
研究指導

専 助教

前田　豊

＜令和2年10月＞
博士（社会学）

専 助教

前田　豊

＜令和2年10月＞
博士（社会学）

英米言語文化総合演習Ⅱ（英米文学
文化）
英語学実践演習Ⅱ（英語学方法論研

 究）
 英米言語文化ARⅡ（英米文学文化）
 英語学研究Ⅳ（英語テキスト分析）

研究指導

英米言語文化総合演習Ⅱ（英米文学
文化）
英語学実践演習Ⅱ（英語学方法論研

 究）
 英米言語文化ARⅡ（英米文学文化）
 英語学研究Ⅳ（英語テキスト分析）

研究指導

専 助教

趙　泰昊

＜令和2年10月＞
修士（文学）

専 助教

趙　泰昊

＜令和2年10月＞
修士（文学）

比較言語文化論 ※
比較言語文化総合演習Ⅰ（散文）
※
比較言語文化総合演習Ⅱ（韻文）
※
ドイツ語学・ドイツ文学実践演習Ⅰ
（ドイツ語学研究）
ドイツ語学・ドイツ文学実践演習Ⅱ
（文学研究方法論）
ドイツ語学・ドイツ文学研究Ⅲ（２
０世紀ドイツ文学）
ドイツ語学・ドイツ文学研究Ⅳ（ド
イツ文学と記憶）
研究指導

比較言語文化論 ※
比較言語文化総合演習Ⅰ（散文）
※
比較言語文化総合演習Ⅱ（韻文）
※
ドイツ語学・ドイツ文学実践演習Ⅰ
（ドイツ語学研究）
ドイツ語学・ドイツ文学実践演習Ⅱ
（文学研究方法論）
ドイツ語学・ドイツ文学研究Ⅲ（２
０世紀ドイツ文学）
ドイツ語学・ドイツ文学研究Ⅳ（ド
イツ文学と記憶）
研究指導

比較言語文化論 ※
比較言語文化総合演習Ⅰ（散文）
※
比較言語文化総合演習Ⅱ（韻文）
※
ドイツ語学・ドイツ文学実践演習Ⅰ
（ドイツ語学研究）
ドイツ語学・ドイツ文学実践演習Ⅱ
（文学研究方法論）
ドイツ語学・ドイツ文学研究Ⅲ（２
０世紀ドイツ文学）
ドイツ語学・ドイツ文学研究Ⅳ（ド
イツ文学と記憶）
研究指導

専 助教

葛西　敬之

＜令和2年4月＞
修士（文学）

専 助教

葛西　敬之

＜令和2年4月＞
修士（文学）

専 助教

葛西　敬之

＜令和2年4月＞
修士（文学）

専 講師

瀧　直也
　

＜令和2年4月＞

専

専 講師

藤森　洸

<令和3年4月>
博士（理学）

ミクロ計量経済学
人文社会科学修論課題合同発表A
人文社会科学修論課題合同発表B

八木　迪幸

<令和2年4月>
博士（環境科学） 専 講師

八木　迪幸

<令和2年4月>
博士（環境科学）

環境経済学特講 環境経済学特講 環境経済学特講

専 講師

八木　迪幸

<令和2年4月>
博士（環境科学） 専 講師

講師

瀧　直也

＜令和2年4月＞

専 講師

瀧　直也

＜令和2年4月＞
人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
発達・教育心理学実習
野外教育グループカウンセリング特
論
野外教育グループカウンセリング演
習
心理学総合演習Ⅰ
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅱ

人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
発達・教育心理学実習
野外教育グループカウンセリング特
論
野外教育グループカウンセリング演
習
心理学総合演習Ⅰ
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅱ

人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
発達・教育心理学実習
野外教育グループカウンセリング特
論
野外教育グループカウンセリング演
習
心理学総合演習Ⅰ
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅱ
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の別　 の別　の別　

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

兼担
准教
授

林　寛平

＜令和2年4月＞

兼担
准教
授

林　寛平

＜令和2年4月＞

兼担
准教
授

林　寛平

＜令和2年4月＞
人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表A
人文社会科学修論課題合同発表B
社会課題別PBLA
社会課題別PBLB
発達・教育心理学実習
比較教育学特論
比較教育学演習

人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表A
人文社会科学修論課題合同発表B
社会課題別PBLA
社会課題別PBLB
発達・教育心理学実習
比較教育学特論
比較教育学演習

人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表A
人文社会科学修論課題合同発表B
社会課題別PBLA
社会課題別PBLB
発達・教育心理学実習
比較教育学特論
比較教育学演習

兼担
准教
授

安達　仁美

＜令和2年4月＞

兼担
准教
授

安達　仁美

＜令和2年4月＞

兼担
准教
授

安達　仁美

＜令和2年4月＞
人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表A
人文社会科学修論課題合同発表B
社会課題別PBLA
社会課題別PBLB
発達・教育心理学実習
学習過程論特論
学習過程論演習

人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表A
人文社会科学修論課題合同発表B
社会課題別PBLA
社会課題別PBLB
発達・教育心理学実習
学習過程論特論
学習過程論演習

人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表A
人文社会科学修論課題合同発表B
社会課題別PBLA
社会課題別PBLB
発達・教育心理学実習
学習過程論特論
学習過程論演習

専 助教

向井　秀文

＜令和2年10月＞
人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
学校カウンセリング総論（福祉分野
に関する理論と支援の展開）
臨床心理査定演習Ⅰ（心理的アセス
メントに関する理論と実践）
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅰ
心理学総合演習Ⅱ

専 助教

三和　秀平

＜令和2年10月＞
解析手法論Ⅰ・心理統計法特論
解析手法論Ⅱ・心理学研究法特論
人文社会科学研究者倫理Ｂ
人文社会科学修論課題合同発表Ａ
人文社会科学修論課題合同発表Ｂ
社会課題別PBLＡ
社会課題別PBLＢ
発達・教育心理学実習
認知心理学特論
心理学研究指導Ⅰ
心理学研究指導Ⅱ
心理学総合演習Ⅰ
心理学総合演習Ⅱ

英語学研究Ⅱ（共時的研究）
英語学研究Ⅲ（英語構造論）

英語学研究Ⅱ（共時的研究）
英語学研究Ⅲ（英語構造論）

英語学研究Ⅱ（共時的研究）
英語学研究Ⅲ（英語構造論）

兼担 教授

加藤　鉱三

＜令和2年4月＞
文学修士

兼担 教授

加藤　鉱三

＜令和2年4月＞
文学修士

兼担 教授

加藤　鉱三

＜令和2年4月＞
文学修士

兼担
准教
授

舛田　武仁

<令和3年4月>
博士（経済学）

行動経済学特講
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の別　 の別　の別　

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の教員全て（兼任，兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。

　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教員名簿」を確認してください。

　　　・　年齢は，それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。

　　　・　専任（専門職大学等は専、実専、実（研）、実み）、兼担、兼任の順に記入してください。

　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除し、詰めてください。

　　・令和元年５月１日　公表

兼任 講師

横山　知行
　

<令和2年4月>
兼任 講師

横山　知行

<令和2年4月>
兼任 講師

横山　知行

<令和2年4月>
精神医学特論（保健医療分野に関す
る理論と支援の展開）

精神医学特論（保健医療分野に関す
る理論と支援の展開）

精神医学特論（保健医療分野に関す
る理論と支援の展開）

兼任 講師

吉野　真紀
　

＜令和2年4月＞
兼任 講師

吉野　真紀
　

＜令和2年4月＞
兼任 講師

吉野　真紀
　

＜令和2年4月＞
臨床心理査定演習Ⅱ 臨床心理査定演習Ⅱ 臨床心理査定演習Ⅱ

兼任 講師

片受　靖
　

＜令和2年4月＞
兼任 講師

片受　靖
　

＜令和2年4月＞
兼任 講師

片受　靖
　

＜令和2年4月＞
司法・犯罪分野に関する理論と支援
の展開

司法・犯罪分野に関する理論と支援
の展開

司法・犯罪分野に関する理論と支援
の展開

兼任 講師

武部　匡也

＜令和2年4月＞

兼任 講師

武部　匡也
　

＜令和2年4月＞
家族心理学特論（家族関係・集団・
地域社会における心理支援に関する
理論と実践）

家族心理学特論（家族関係・集団・
地域社会における心理支援に関する
理論と実践）

兼任
特任
助教

三谷　絵音

＜令和3年4月＞
臨床心理実習Ⅱ

兼任 講師

栗林　千聡

＜令和2年4月＞
臨床心理実習Ⅰ（心理実践実習）

行動経済学特講 行動経済学特講

兼任 講師

西村(山本)直子
　

＜令和2年4月＞
Ph.D.in economics(米国) 兼任 講師

ミクロ計量経済学 ミクロ計量経済学

兼任 講師

椎名　洋
　

＜令和2年4月＞
博士(経済学) 兼任 講師

椎名　洋
　

＜令和2年4月＞
博士(経済学)

西村(山本)直子
　

＜令和2年4月＞
Ph.D.in economics(米国)
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（１）ー②担当教員表に関する変更内容

　　　　 　　　　

（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（令和元年度開設であれば平成３０年度）の表は適宜削除してください。

　　　　 　　　　

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（ＡＣ教員審査）を受けてください。ＡＣ教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

【令和２年度】
・就任辞退等による教員配置の見直しにより、「臨床心理実習Ⅰ（心理実践実習）」等15科目の教員等配置を変更。

【令和３年度】
・教員退職，昇進等による教員配置見直しにより,「解析手法論Ⅰ」他36科目の教員等配置を変更。
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（注）・　大学院に専攻ごとに置くものとする教員の数について定める件（平成十一年九月十四日文部省告示第百七十五号）により

　　　　算出される教員数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、教員審査を受審済みであり、

　　　　完成年度までに就任する教員数を加えた数を記入するとともに、［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・専門職大学院の場合は、「研究指導教員」を「研究者教員」と、「研究指導補助教員」を「実務家教員」と修正して記入してください。

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ） =
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

研究指導教員
数

［2］ ［0］ ［0］ ［2］

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

79
= ％

72

講　師 助　教
助手

（Ｃ'）
教　授 准教授

3 4 0

［3］ ［△4］ ［0］

5 0 37

74 2 3 74 2

65 0

歳 名

　（２）－③　年齢構成

定年規定の定める定
年年齢（歳）

報告時（上記
（Ｂ））の教員のう
ち、定年を延長して
採用している教員数

教　授 准教授

35

［3］ ［3］ ［△4］ ［0］ ［0］ ［3］ ［0］

35 36 3

3

［0］ ［0］

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数

68 3 1
73 2 3

（68） （3） （1）

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要研

究指導教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

　（２）－②　専任教員等数【大学院】

設　置　時　の　計　画 現在（報告時）の状況

16 12

名 名

完成年度時における
設置基準上の必要研
究指導補助教員数

14

名

年齢構成

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う

ち、定年を延長して
採用する教員数

0

名

准教授 講　師 助　教
助手

（Ｂ'）
教　授 准教授 講　師 助　教

助手
（Ａ'）

教　授
計

（Ａ）

（30） （34） （7） （1） （0）

3 5

計
（Ｃ）

79

［2］

計
（Ｂ）

78

計
（Ｄ）

79

［2］

0

講　師 助　教
助手

（Ｄ'）

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

30 34 7 1 0
35 35

72

（72）

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

=
0

= 0 ％
0

109.72

0

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
0

= ％
78
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

①R3.3

0自由

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

③の合計数（c）

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

辞任した教員数

R3.3

0

2

教授 河崎　祐子

民事手続法特殊研究

番　号

0

科目

後任補充状況

6 科目

0 科目

6 科目 計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

必修

選択

選択

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

選択

選択

①

自由自由

計 計計

民事法学演習Ⅰ ①

（３） 専任教員辞任等の理由

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

6

公法・刑事法学演習Ⅰ

0

0

0

番　号

①の合計数（a）

専任教員氏名

②の合計数（b）

0

6 1

必修・選択・自由の別 辞任等の理由

退職のため辞任（３）

退職のため辞任（３）

担当予定科目

2 人

計

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

①の合計数（a） ②の合計数（b）

0

選択 6 選択

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

6 計

必修 0

計 0

自由

0

0 選択 0

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

職　位 専任教員氏名

労務管理特講

応用経済学演習Ⅱ

必修・選択・自由の別

選択

②

選択

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

選択

①

①

後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由

退職のため就任辞退（２）

担当予定科目

准教授 R2.3岩田　一哲
応用経済学演習Ⅰ

１
選択 マネジメント特論 ①

退職のため就任辞退（２）R2.3

科目

0 自由 0

必修

選択

２

行政法学

選択

自由

科目

①

准教授 大江　裕幸

必修 0

選択 公法・刑事法学演習Ⅱ ①

人
科目

7

職　位

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

選択

必修 0

選択

必修

選択

自由自由 0

7 1

0必修必修 0 科目

選択

0

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

２ 准教授 島村（武永）暁代

社会保障法学

①

①

①

選択

選択

選択
公法・刑事法学演
習Ⅰ

公法・刑事法学演
習Ⅱ

民事法学演習Ⅱ ①

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

１

③の合計数（c）

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）
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　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

（注）・（３）－①、（３）－②で赤字で記載した専任教員数の合計数を記載してください。

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

= = 5.55 ％
4
72

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

科目 自由 0 自由

0 必修 0 必修 0

選択 0 科目 選択 0
人

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 0

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

0
0 自由 0

計 0 科目 計 0 計 0

選択 0 選択 0

自由 0

必修 0 科目 必修

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

該当なし

　（３）－⑥　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

自由 0 科目 自由 0 自由 0

選択 13

00

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

4 人

必修 0 科目 必修

計

1 選択

必修

科目 選択 0

計 12 計 1

③の合計数（c）①の合計数（a） ②の合計数（b）

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

該当科目については，後任として新規採用した専任教員が担当するとともに，一部科目は就任辞退した教員が兼任教員として授業にあたる
ため，問題ない。学生への周知については，資料等にて周知済み。

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、

辞任等した教員数

0

12 選択

必修

0

自由 0

計 13 科目

　（３）－⑤　令和2年度報告書から、新たに辞任等した専任教員等の状況

2 人
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区　　　分
今後

の実施計画

認　可　時

（令和元年度）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（令和2年5月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（令和3年5月）

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等 履　行　状　況

「社会課題別PBL」及
び「人文社会科学修論
課題合同発表」につい
ては、学生への教育効
果は高いと思われる
が、その分、学生指導
や発表会への参加・準
備など教員への負荷が
大きくなることが予想
されるので、本取組が
持続的なものとなるよ
う教員の負担軽減に努
めることが望ましい。
（助言事項）

改善事項

総合人文社会科学研究科設
置準備検討WGを立ち上げ、
教務や入試、授業の運営方
法に係わる事項について検
討した。そのなかで、「社
会課題別PBL」及び「人文社
会科学修論課題合同発表」
に関する要因の負担軽減に
ついても検討を行った 履行中

「社会課題別PBL」及び「人
文社会科学修論課題合同発
表」については、実際の学
生構成等を勘案して、それ
ぞれのグループの分け方や
教員の割り振り方を工夫す
ることとした。また、遠隔
授業システムをより一層充
実させ、教員の負担軽減に
さらに努めることとした。

「社会課題別PBL」及
び「人文社会科学修論
課題合同発表」につい
ては、学生への教育効
果は高いと思われる
が、その分、学生指導
や発表会への参加・準
備など教員への負荷が
大きくなることが予想
されるので、本取組が
持続的なものとなるよ
う教員の負担軽減に努
めることが望ましい。
（助言事項）

改善事項

新型コロナウィルス感染症
の流行もあり、Zoomの導入
など、更なる遠隔授業シス
テムの導入を図った。遠隔
授業システム導入の効果を
確認しながら、最適な組合
せによって運用している。

履行中

昨年度の成果を踏まえつ
つ、より効果的かつ合理的
な運用方法を模索し、教員
の負担軽減に努めていく。

「社会課題別PBL」及
び「人文社会科学修論
課題合同発表」につい
ては、学生への教育効
果は高いと思われる
が、その分、学生指導
や発表会への参加・準
備など教員への負荷が
大きくなることが予想
されるので、本取組が
持続的なものとなるよ
う教員の負担軽減に努
めることが望ましい。
（助言事項）

改善事項

教員の負担軽減を図るた
め、2020年3月に各地の拠点
間の教員の移動を減じる効
果のある遠隔授業システム
を250万円程度で整備した。
（別添 資料１参照）
これに加えて、新型コロナ
ウィルス感染症の流行もあ
り、Zoomの導入など、更な
る遠隔授業システムの導入
を図ることとして法人契約
を進めているところ。
学生指導の方法や教員の割
振りの仕方について検討す
るため、2020年4月2日に代
議員会の下に分野長会議を
設置した。（別添 資料２
参照）

履行中

遠隔授業システム導入の効
果を確認しながら、最適な
組合せによって運用してい
く。また、遠隔授業システ
ムを前提としたグループ運
営や授業管理について、さ
らに検討を続けていく。
分野長会議において、学生
指導の方法や教員の割振り
の仕方について検討する。
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認　可　時

（令和元年度）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（令和2年5月）

「人文社会科学修論課
題合同発表」の成績評
価について、基準が抽
象的であり、学生に求
める水準が不明確なの
で、例えばルーブリッ
クを作成するなどし
て、より客観性を高め
ていくことが望まし
い。関連して、本科目
では、基本的に学生全
員が発表を行うものと
見受けれれるが、学生
に対して、そのことが
明確になるよう周知を
行うとともに、当該発
表を行うために求めら
れる水準やその水準に
あるということの確認
方法について分かりや
すく説明することが望
ましい。（助言事項）

改善事項

2020年度は１年生後期に
「人文社会科学修論課題合
同発表A」（選択）が開講さ
れることを踏まえ、その実
施に当たっての発表水準や
その確認方法も含めた教務
に関する検討を行うため、
2020年4月2日に分野長会議
を代議員会の下に設置し
た。

履行中

「人文社会科学修論課題合
同発表A」（選択）に関して
は、後期の講義開始前まで
に結論を得て、学生に周知
する。

また、「人文社会科学修論
課題合同発表A」（選択）に
関する検討を踏まえ、「人
文社会科学修論課題合同発
表B」（必修）に関する検討
も開始する。

「人文社会科学修論課
題合同発表」の成績評
価について、基準が抽
象的であり、学生に求
める水準が不明確なの
で、例えばルーブリッ
クを作成するなどし
て、より客観性を高め
ていくことが望まし
い。関連して、本科目
では、基本的に学生全
員が発表を行うものと
見受けれれるが、学生
に対して、そのことが
明確になるよう周知を
行うとともに、当該発
表を行うために求めら
れる水準やその水準に
あるということの確認
方法について分かりや
すく説明することが望
ましい。（助言事項）

改善事項

総合人文社会科学研究科設
置準備検討WGで検討を行う
とともに、新年度開始以降
も、継続審議することとし
た。

履行中

「人文社会科学修論課題合
同発表」について、一年次
に履修する「人文社会科学
修論課題合同発表A」（選
択）と二年次に履修する
「人文社会科学修論課題合
同発表B」（必修）とでは、
かなり性質が異なるので、
そこを区別して対応を検討
することとした。
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設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（令和3年5月）

認　可　時

（令和元年度）

「人文社会科学修論課
題合同発表」の成績評
価について、基準が抽
象的であり、学生に求
める水準が不明確なの
で、例えばルーブリッ
クを作成するなどし
て、より客観性を高め
ていくことが望まし
い。関連して、本科目
では、基本的に学生全
員が発表を行うものと
見受けれれるが、学生
に対して、そのことが
明確になるよう周知を
行うとともに、当該発
表を行うために求めら
れる水準やその水準に
あるということの確認
方法について分かりや
すく説明することが望
ましい。（助言事項）

改善事項

2020年7月13日開催の第4回
総合人文社会科学研究科代
議員会において、分野長会
議からの提案を審議し、
「人文社会科学修論課題合
同発表」の成績評価の明確
化および客観性向上を図っ
た。

履行中

「当該発表を行うために求
められる水準」を、〔意
義〕〔論証〕〔方法〕とい
う観点から整理し直し、
「その水準にあるというこ
との確認方法」を「発表及
び質疑応答を、主指導教員
と副指導教員が現認したう
えで、合議して成績評価を
行う」ことと定めた。さら
に、「評価基準」につい
て、前記３項目についてそ
れぞれ「卓越している」も
のを「２」、「水準に達し
ている」ものを「１」、
「水準に達していない」も
のを「０」と点数化して、
「３項目の合計が「６」の
ものを「秀」、「５」のも
のを「優」、「４」のもの
を「良」、「３」のものを
「可」、「２以下」のもの
を「不可」と成績評価す
る。ただし、すべての項目
において、「１」以上であ
ること。」という基準を設
け、受講生に周知すること
としている。ただし、昨年
度は、同授業の受講生がい
なかったため、今年度から
この基準等を事前に受講生
に告知した上で実施するこ
ととしている。

心理相談室について、
平成３０年度実績で
ケース総数は36件とあ
るが、学生がより充実
した実習を行うため、
相談件数を増やすな
ど、ケース総数を充実
させることが望まし
い。（助言事項）

改善事項

令和元年度ケース数は50
件、のべ面接数は343件
（別添 資料３参照）

履行済

平成30年度は、心理教育相
談室で実習を行う教育学研
究科の在籍大学院生数が例
年よりも少なかったために
受付件数も責任を持って対
応できる数に調整を行って
いた。令和元年度は、大学
院生数の増加によって受付
件数も増加している。総合
人文社会科学研究科の設置
に伴い、さらなる大学院生
数の増加に対応できるよう
に、臨床心理士、公認心理
師の有資格教員が令和元年
度10月に着任している。地
域の心理教育相談室への
ニーズは高く、令和2年度以
降は令和元年度以上のケー
ス件数となる見通しであ
る。
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設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（令和2年5月）

心理相談室について、
平成３０年度実績で
ケース総数は36件とあ
るが、学生がより充実
した実習を行うため、
相談件数を増やすな
ど、ケース総数を充実
させることが望まし
い。（助言事項）

改善事項

令和元年度ケース数は50
件、のべ面接数は343件

履行済

平成30年度は、心理教育相
談室で実習を行う教育学研
究科の在籍大学院生数が例
年よりも少なかったために
受付件数も責任を持って対
応できる数に調整を行って
いた。令和元年度は、大学
院生数の増加によって受付
件数も増加している。総合
人文社会科学研究科の設置
に伴い、さらなる大学院生
数の増加に対応できるよう
に、臨床心理士、公認心理
師の有資格教員が令和元年
度10月に着任している。地
域の心理教育相談室への
ニーズは高く、令和2年度以
降は令和元年度以上のケー
ス件数となる見通しであ
る。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

　ａ　委員会の設置状況

　研究科全体における教員の資質の維持向上方策の実施については，総合人文社会科学研究科代議員会において
方針を決定する。
　その他の教員の資質の維持向上方策（FD活動含む）については，教員が所属する学系教授会議等において実施
している。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

　教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 令和２年度に実施された、大学機関別認証評価訪問調査に
おいて、教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリ
シー）に学習成果の評価の方針が明確かつ具体的に明示さ
れていないとの指摘を受け、評価方法を追記した。（別紙
資料参照）

７　その他全般的事項

＜総合人文社会科学研究科　総合人文社会科学専攻＞

（１） 設置計画変更事項等

①　実施体制

月１回開催，構成員：研究科長，副研究科長，各分野から選出された修士課程担当の研究指導教授　各２名
計１１名

　ｃ　委員会の審議事項等

研究科の運営に関すること
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イ.研究倫理教育・コンプライアンス教育

ア.FDでは一般的な教育改善だけでなく、他分野の教育研究の内容と方法及び教育目標などを共有し教員間で研究
科の教育研究理念を実現するために連携協力できる体制を作る。

信州大学大学院総合人文社会科学研究科委員会代議員会等の運営に関する内規

（趣旨）
第１条　この内規は，信州大学大学院総合人文社会科学研究科委員会（以下「研究科委員会」という。）規程第
７条第３項及び第８条第２項の規定に基づき，代議員会及び会議の組織及び運営に関し必要な事項を定める。

［代議員会］
（組織）
第２条　代議員会は，次の委員をもって組織する。
一　研究科長
二　副研究科長
三　各分野から選出された修士課程担当の研究指導教授（ただし，必要があるときは，准教授とすることができ
る。）　各２人
２　前項第３号に規定する代議員の任期は，１年とし，再任を妨げない。
３　第１項第３号の代議員に欠員を生じた場合の後任の代議員の任期は，前任者の残任期間とする。
（所掌事項）
第３条　代議員会は，次の各号に掲げる事項を審議する。
一　研究科に所属する教員の選考に関する事項
二　研究科の組織に関する事項
三　研究科の教育課程の編成に関する事項
四　研究科の試験に関する事項
五　研究科の諸規程の制定及び改廃に関する事項
六　研究科の予算概算方針に関する事項
七　その他研究科委員会が委任した事項
（議長）
第４条　代議員会に議長を置き，研究科長をもって充てる。
２　議長は，代議員会を主宰する。
３　議長に事故があるときは，第２条第１項第２号の中から，あらかじめ議長が指名した委員が，その職務を代
行する。
第５条　代議員会は，委員の３分の２以上の出席により成立し，議事は，出席者の過半数をもって決し可否同数
のときは議長が決する。
２　委員に事故がある場合には，代理の出席を認めることができるものとする。
（委員以外の者の出席）
第６条　議長が必要と認めるときは，委員以外の者の出席を求め，その意見を聴くことができる。
（庶務）
第７条　代議員会の庶務は，研究科長が属する学系の事務を所掌する学部の事務部において処理する。

［分野会議］
（組織）
第８条　分野会議は，分野ごとにおき，各分野の主たる授業又は指導を担当するものとして配置された専任の教
授，准教授，講師及び助教をもって組織する。
（所掌事項）
第９条　分野会議は，各分野の運営に関する事項を審議する。
（議長）
第10条　分野長は，分野会議を招集し，その議長となる。
２　分野長に事故があるときは，あらかじめ分野長が指名した教授が，その職務を代行する。

［正副研究科長会議］
（組織）
第11条　正副研究科長会議は，研究科長及び副研究科長をもって組織する。
（所掌事項）
第12条　正副研究科長会議は，研究科の運営に関する連絡調整を行う。
（議長）
第13条　研究科長は，正副研究科長会議を招集し，その議長となる。
２　研究科長に事故があるときは，あらかじめ研究科長が指名した副研究科長が，その職務を代行する。
附　則
この内規は，令和２年４月１日から施行する。

②　実施状況

　ａ　実施内容

ア.FD講演会・研修会等を開催し、研究科教員の参加を義務付ける。

　ｂ　実施方法
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　　　該当なし

　　　該当なし

イ.教員が所属する学系教授会等において他大学等の事例を照会するなどの教育を実施する。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

イ.月１回

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

公開状況，方法等について検討する。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

遠隔講義システム等の活用が必要となるため、授業運営、ITツールの活用等に関しFDの場を利用し、指導する側
の教育効果を高めるべく，教育改善活動を実施する。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

実施時期，実施方法，アンケート内容等を検討する。

　ｃ　委員会の審議事項等

　ｄ　その他

　　　該当なし

②　審議状況

　ａ　審議した内容

　　　該当なし

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

①　体制

　ａ　委員会の設置状況

　ｂ　委員会の開催状況（回数や開催日など）

　　　該当なし

　b　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への見直し状況

　　　該当なし

　c　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への反映状況

　　　該当なし
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（４） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

【実施体制】
　本学の点検評価については、国立大学法人信州大学組織に関する規則に基づき点検評価委員会を置き、全学的な対応
を行っている。
　点検評価委員会は、教育、研究、社会貢献及び国際交流活動並びに本法人の組織及び運営その他大学運営全般に対す
る自己点検・評価、機関別認証評価、国立大学法人評価及び外部評価に関する業務を行うことを任務とする。同委員会
は、点検評価担当副学長を委員長として、各部局の点検評価関係委員会の委員長や、本学の教学関連の施策実施に係る
研究開発を行う高等教育研究センターのセンター教員等をメンバーとし、全学的な連携の下、教育研究から管理運営等
に渡る多様な項目、基準・観点等に対応できる体制を構築している。

【実施方法等】
　本学では、令和元年度に外部評価を含む自己点検評価を行うとともに、令和2年度に機関別認証評価を受審する予定と
している。
　また、第3期中期目標達成のために年度ごとの進捗状況を全学的に確認するとともに、各部局の取組について、法人本
部によるヒアリングや評価、それに基づく予算配分を行うことで部局運営の高度化を図っている。毎年度、部局では部
局事業計画を作成し、中間評価報告、最終成果報告を作成する。中間評価報告時には学長、理事等によるヒアリング評
価を実施している。

【結果の活用・公表】
　本学は、平成25年度に機関別認証評価を受審しており、評価結果において「改善を要する点」として指摘を受けた、
入学定員の適正な管理等に向け、改善に取り組んでいる。
　また、国立大学法人評価の評価結果についても、分析を行い、課題として指摘を受けた事項等については、役員会等
で共有を図り、改善に取り組んでいる。
　自己点検評価、認証評価及び国立大学法人評価に係る報告書及び評価結果については、本学ウェブサイトにおいて公
表している。

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　・令和4年12月　公表予定

　ｂ　公表方法

　　・大学全体において自己点検・評価を行い，大学ホームページ上に公表する。

③　認証評価を受ける計画

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　（専門職大学、専門職短期大学、専門職大学院については、機関別認証評価と分野別認証評価それぞれの受審計画について記載してください。）

　　・令和2年度に（独）大学改革支援・学位授与機構が実施した大学機関別認証評価を受審し、大学評価基準に適合

　　　していることが認定された。

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。
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（５） 情報公表に関する事項

≪ａで公表「無」の場合≫

　ｄ　公表しない理由　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

○　設置計画履行状況報告書（令和３年度）

　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　・　　　無　　　〕

≪ａで「有」の場合≫

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　・　公表後２～３ヶ月以内　・　公表後３ヶ月以降　〕

　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〕
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【信州大学大学院】教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）改正案 

１．信州大学大学院は，専門性の一層の向上を図り幅広い学識を涵養するため，コースワークを充実

させ，コースワークから研究指導へ有機的につながる体系的な教育を行います。また，各研究科

の「学位授与の方針」に定めた，修了時までに修得すべき知識・能力等がカリキュラム体系のな

かでどのように養成されるのかを示すため，シラバスで「学位授与の方針」で定められた知識・

能力等との対応を示し，それら諸能力等を修得するプロセスを履修プロセス概念図で示します。 

２．信州大学大学院は，学生個々人の主体的で活発な勉学意欲を促進する立場から，授業時間外の多

様な学修研究機会を通じ，諸課題に積極的に挑戦させます。 

３．信州大学大学院は，成績評価の公正さと透明性を確保するため，成績の評定は，学位授与の方針

に基づき各科目に掲げられた授業の狙い・目標に向けた到達度をめやすとして採点します。 

【評価方法】

・講義科目においては，理解度を見る筆記試験やレポート，参加度により，授業達成目標への到

達度を判定します。

・演習，実験，実習，実技科目においては，試験やレポートに加え，参加度や発表内容，実技等

を通して，授業達成目標への到達度を判定します。

・授業達成目標への到達度は，可能な限り複数の評価手段によって判定します。 

４．信州大学大学院は，修士課程及び博士課程の学位論文審査体制を充実させ，厳格な審査を行いま

す。 

第210回（R03.1.20）
教育研究評議会　資料No.7-2
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【総合人文社会科学研究科】教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）改正案 

総合人文社会科学研究科（総合人文社会科学専攻）は，学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）に基づき，

以下のようにカリキュラムを編成・実施する。

本研究科の教育上の目的を達成するために必要な授業科目を開設するとともに，研究指導の計画を策定

し，体系的に教育課程を編成する。学生は，下記の科目群から担当教員との相談のもと，専門分野の科目（専

門基盤科目，専門発展科目）を中心に，分野横断的科目（共通基幹科目）について，将来像を明らかにしつ

つ個々に授業科目を選択する。なお，自身の所属する分野以外の分野の科目を 1 科目以上履修することとす

る。

共通基幹科目群

共通基礎科目

・「解析手法論Ⅰ・Ⅱ」（養成する能力：分析力，俯瞰力，応用力）

各専門分野の情報の量的・質的な分析方法を修得する。各分野固有の分析手法を学習し分析力を身につけ

るとともに，分野間における手法の差異を認識することにより，多面的に展開できる応用力を身につける。 

・「人文社会科学研究者倫理 A・B」（養成する能力：倫理観） 

学生がその後の修士学生としての学修・研究生活を送る上での基本的な倫理観を修得する。

分野横断科目

・「社会課題別 PBLA・B」「人文社会科学修論課題合同発表 A・B」（養成する能力：俯瞰力，応用力，提案

力）

研究成果の発表を，様々な研究領域を有する教員及び大学院生を交えた社会課題別 PBL・人文社会科学

修論課題合同発表で行い，他分野における独自の方法論や思考過程を理解し，吸収することで，自身の研

究課題の理解がより深まると同時に新規の課題に対する俯瞰力・応用力・提案力を身につける。また，実

践的な対話能力・議論能力や，分野外からの研究ヒントによってイノベーティブな研究を志向する力を身

につける。

専門基盤科目群（専門分野における高度な知識と技能[専門基礎力]） 

・「分野コア科目」

人文・社会科学の各専門分野のコアとなる科目である。この科目によって学士課程で身につけた内容から，

より高度な専門分野の知識・技能を身につける。

専門発展科目群（養成する能力：専門分野の基礎知識・技能を発展させた内容，応用力，提案力）

・「分野発展科目」

専門基盤科目の発展的内容を修得する。多領域の科目を横断的に修得できる履修体系とすることで，人・

社会を探究する学問分野間の総合的な知見を身につけ，俯瞰的・客観的な視野を有しながら，従来の学問

領域における未踏分野を開拓する力，複合的な新領域を創造する力を身につける。

・「アクションリサーチ系科目」

アクションリサーチとは，直接，本人がその対象課題を持つ地域の現場に赴き，地域住民等の生身の人間

と関わって研究を行うスタイル全般を示す。アクションリサーチ系科目は，このような研究スタイルを取

り入れた授業で「実習」，「演習」，「実験」形式の授業が主体となる科目である。対象課題は，人間文化学，

心理学，経済学及び法学のすべての教育分野とそれらの融合した分野に及ぶことから，人文社会科学分野

共通の新しい研究スタイルを授業に取込むことに着目し，「アクションリサーチ系科目」として開講する。

この授業では，地域現場でもある産業界等との協働によるインターンシップ（ISP）及びアクティブ・ラ

ーニング(AL)を取り入れた体系的・組織的な教育を一層積極的に進める。多領域のステークホルダーを動
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員し，地域・社会の課題に対して主力的に取り組むことで，総合的なシナリオを提示できる問題解決能力

を身につけ，他者と協働する力を向上させることが狙いである。

成績評価の公正さと透明性を確保するため，成績の評定は，学位授与の方針に基づき各科目に掲げ

られた授業の狙い・目標に向けた到達度をめやすとして採点する。 

 【評価方法】 

・講義科目においては，理解度を見る筆記試験やレポート，参加度により，授業達成目標への到達度

を判定します。 

・演習，実験，実習，実技科目においては，試験やレポートに加え，参加度や発表内容，実技等を通

して，授業達成目標への到達度を判定します。 

・授業達成目標への到達度は，可能な限り複数の評価手段によって判定します。 

学位論文に係る評価並びに修了の認定は，客観性及び厳格性を確保するため，その基準をあらかじめ

明示するとともに，当該基準に従って適切に行う。 
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